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１ 結婚・出産・子育てに関する意識調査 

 

（１）実施概要 

ア 郵送（無記名回収）方式 

（ア）調査対象  目黒区在住の満 18歳以上の男女 2,000人 

（イ）抽出台帳  住民基本台帳（平成 27年 7月 16日現在） 

（ウ）抽出方法  層化無作為抽出法 

（エ）調査方法  郵送（無記名回収）方式 

（オ）調査期間  平成 27年 7月 23日～8月 17日 

イ インターネットアンケート方式 

（ア）調査対象  インターネットアンケート会社にモニター登録している目黒区 

在住の 18歳から 49歳の男女約 3,800人 

（イ）調査期間  平成 27年 7月 25日～7月 28日 

 

（２）回収結果 

ア 郵送（無記名回収）方式 

回収数 636人、有効回収数 633人（回収率 31.7％） 

イ インターネットアンケート方式 

    有効回収数 515人 
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（３）実施結果 

【共通】 

問 1 性別 

 郵送調査では「男性」37.0%、「女性」61.6%に対し、インターネット調査では「男性」35.9%、「女性」

64.1%となっています。 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

男性, 37.0%

女性, 61.6%

無回答, 1.4%
(n=633)

男性, 35.9%

女性, 64.1%

(n=515)
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【共通】 

問 2 年齢 

 全年代を対象とした郵送調査では、「30歳代」19.1%、「40歳代」19.1%、50歳未満を対象としたイン

ターネット調査では、「30歳代」37.5%、「40歳代」46.0%となっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

19歳以下, 0.6% 20～24歳, 3.2%

25～29歳, 5.7%

30～34歳, 8.4%

35～39歳, 10.7%

40～44歳, 9.0%

45～49歳, 

10.1%50～54歳, 

8.4%

55～59歳, 

7.6%

60～64歳, 7.6%

65～69歳, 8.2%

70歳以上, 20.2%

無回答, 0.3%(n=633)

19歳以下, 2.1%
20～24歳, 4.5%

25～29歳, 9.9%

30～34歳, 17.3%

35～39歳, 20.2%

40～44歳, 23.5%

45～49歳, 22.5%

(n=515)
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【共通】 

問 3 最後に卒業した（あるいは在学中の）学校 

 郵送調査・インターネット調査ともに、回答者が最後に卒業した（あるいは在学中の）学校は、「大

学」が 45.5%・52.0%と半数近くを占めています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

中学校, 3.5%

高校, 18.6%

専修学校・

専門学校, 10.6%

短大・高専, 13.4%

大学, 45.5%

大学院, 

7.4%

その他, 0.2%

無回答, 0.8%
(n=633)

中学校, 0.6%

高校, 13.2%

専修学校・

専門学校, 12.0%

短大・高専, 14.6%

大学, 52.0%

大学院, 

7.6%

(n=515)



75 

【共通】 

問４ 勤務状況 

 郵送調査では「正社員、正規職員」が 35.9%に対し、インターネット調査では 48.9%を占めています。

郵送調査では「無職」が 13.6%に対し、インターネット調査は 2.7%となっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

正社員、

正規職員, 35.9%

派遣・嘱託・契約社員, 4.7%

パート・アルバイト, 10.7%

自営業・自由

業, 10.3%

主に家事に従事, 19.6%

学生, 2.4%

無職, 13.6%

その他, 0.9% 無回答, 1.9%
(n=633)

正社員、

正規職員, 48.9%

派遣・嘱託・契約社員, 7.8%

パート・アルバイト, 10.9%

自営業・自由業, 12.0%

主に家事に従事, 

13.2%

学生, 

4.5%

無職, 2.7%(n=515)
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【共通】 

問５ 結婚 

 郵送調査では 66.2%が「既婚」なのに対し、インターネット調査では「未婚」と「既婚」がほぼ半数

ずつになっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

未婚, 21.2%

既婚（配偶者あり）※事

実婚含む, 66.2%

既婚（配偶者と離別・死別）, 11.5%
無回答, 1.1%

(n=633)

未婚, 48.2%

既婚（配偶者あり）※事

実婚含む, 46.8%

既婚（配偶者と離別・死別）, 5.0%
(n=515)
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【共通】 

問６ 昨年の年収 ※問５で「２．既婚（配偶者あり）」と回答した方は、世帯年収 

 郵送調査・インターネット調査ともに、各年収層がほぼ均等に分布していますが、郵送調査では「1200

万円以上」、インターネット調査では「300 万円～400 万円未満」が多くなっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

100万円未満, 7.4%

100万円～200万円

未満, 8.4%

200万円～300万円

未満, 8.2%

300万円～400万円

未満, 8.8%

400万円～500万円未満, 8.7%

500万円～600万円未満, 6.5%

600万円～700万円未満, 5.7%700万円～800万円未満, 4.4%

800万円～900万円未満, 4.9%

900万円～1000万円未満, 3.8%

1000万円～1100万円未満, 4.6%

1100万円～1200万円未満, 3.5%

1200万円以上, 12.3%

わからない・答えたくない, 8.5%

無回答, 4.3%
(n=633)

100万円未満, 6.8%

100万円～200万円

未満, 2.7%

200万円～300万円

未満, 10.1%

300万円～400万円

未満, 12.8%

400万円～500万円未満, 10.1%

500万円～600万円未満, 8.0%
600万円～700万円未満, 6.0%

700万円～800万円未満, 5.2%

800万円～900万円未満, 3.9%

900万円～1000万円未満, 5.0%

1000万円～1100万円未満, 3.7%

1100万円～1200万円未満, 2.3%

1200万円以上, 7.8%

わからない・答えたくない, 15.5%

(n=515)
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【共通】 

問７ 住宅の種類 

 郵送調査では「一戸建持家」が一番多くなっているのに対し、インターネット調査では「賃貸のアパ

ート・マンション」が一番多くなっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

一戸建持家, 41.9%

分譲マンション, 19.3%

一戸建借家, 2.8%

賃貸のアパート・

マンション, 32.7%

その他, 2.2%
無回答, 1.1%

(n=633)

一戸建持家, 22.5%

分譲マンション, 20.4%

一戸建借家, 2.3%

賃貸のアパート・

マンション, 54.2%

その他, 0.6%(n=515)
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【共通】 

問８ 間取り 

 郵送調査では「3LDK（4DK）」と「4LDK（5DK）以上」が 20%を超えていますが、インターネット調査で

は「2LDK（3DK）」と「ワンルーム（1K）」が 20%を超えています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

ワンルーム（1K), 10.0%

1DK(2K), 5.4%

1LDK(2DK), 11.2%

2LDK(3DK), 17.2%

3LDK(4DK), 28.1%

4LDK(5DK)以上, 22.0%

無回答, 

6.2%

(n=633)

ワンルーム（1K), 20.8%

1DK(2K), 8.5%

1LDK(2DK), 16.5%

2LDK(3DK), 21.9%

3LDK(4DK), 19.8%

4LDK(5DK)以上, 

12.4%

(n=515)
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【共通】 

問 9 あなたが、現在同居している方について、あてはまる番号すべてに○をつけてください。また、子

ども、兄弟姉妹、孫は人数もお書きください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「配偶者」がもっとも多くなっており、次いで「子ども」、「同

居者はいない」となっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

 

64.0%

46.8%

7.9%

13.3%

7.0%

0.6%

3.2%

2.1%

16.6%

2.5%

配偶者（事実婚含む）

子ども

自分の父・配偶者（事実婚含む）の父

自分の母・配偶者（事実婚含む）の母

兄弟姉妹

祖父母

孫

その他

同居者はいない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=633)

46.2%

32.2%

14.8%

20.2%

9.3%

1.7%

0.2%

1.7%

31.1%

配偶者（事実婚含む）

子ども

自分の父・配偶者（事実婚含む）の父

自分の母・配偶者（事実婚含む）の母

兄弟姉妹

祖父母

孫

その他

同居者はいない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=515)
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【共通】 

問 9 同居している子ども、兄弟姉妹、孫の人数 

 郵送調査・インターネット調査ともに、同居している子どもの人数は、「1 人」が 50%を超えていま

す。 

 

    【郵送調査】                        【インターネット調査】 

 

 

 

 

 

 

1人, 54.1%
2人, 36.8%

3人, 5.4%

4人, 1.0%
無回答, 2.7%

同居している子どもの人数（n=296）

1人, 50.0%

2人, 42.8%

3人, 7.2%

同居している子どもの人数（n=166）

1人, 72.7%

2人, 11.4%

3人, 4.5%

4人, 2.3%

5人, 2.3%
無回答, 6.8%

同居している兄弟姉妹の人数（n=44）

1人, 89.6%

2人, 8.3%
4人, 2.1%

同居している兄弟姉妹の人数（n=48）

1人, 40.0%

2人, 45.0%

3人, 5.0%

6人, 5.0%

9人, 5.0%

同居している孫の人数（n=20）

1人, 100.0%

同居している孫の人数（n=1）
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【共通】 

問 10 家計での経済的負担が大きい項目 

 郵送調査では「生活費」・「家賃・住宅ローン」が多く約 30%だったのに対し、インターネット調査で

は「家賃・住宅ローン」が半数以上を占めています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

家賃・住宅ローン, 

34.1%

子どもの養育費・

学費, 14.2%生活費（食費・光熱水費

など）, 34.3%

娯楽・交際費, 5.1%

介護費, 1.1%

医療費, 4.3%

その他, 3.2%
無回答, 3.8%(n=633)

家賃・住宅

ローン, 50.9%

子どもの養育費・

学費, 13.8%

生活費（食費・光熱水費

など）, 22.5%

娯楽・交際費, 6.0%

介護費, 1.0%

医療費, 2.7% その他, 3.1%
(n=515)
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【共通】 

問 11 結婚に対する重要な支援策 

 郵送調査では「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」が 21.8%でもっとも多かったの

に対し、インターネット調査では「給料を上げて、安定した家計を営めるよう支援する」が 27.2%で

多くなっています。 

 

【郵送調査】 

【インターネット調査】 

 

雇用対策をして、安定した雇

用機会を提供する, 14.2%

給料を上げて、安定した家計を

営めるよう支援する, 17.9%

結婚生活や住宅の費用を支援する

資金貸与や補助を行う, 10.4%

結婚した人の負担を軽減できるよう

な税制にする, 12.6%

夫婦がともに働き続けられる

ような職場環境の充実, 21.8%

結婚についての意識

啓発をする, 4.4%

未婚者の結婚支援サービスを提

供する（低価格の結婚相談所や

出会いの場の提供など）, 5.2%

その他, 1.7%

特にない, 5.4%

無回答, 

6.3%

(n=633)

雇用対策をして、安定した雇

用機会を提供する, 13.0%

給料を上げて、安定した家計

を営めるよう支援する, 27.2%

結婚生活や住宅の費用を支援する資

金貸与や補助を行う, 10.7%

結婚した人の負担を軽減でき

るような税制にする, 13.0%

夫婦がともに働き続けられる

ような職場環境の充実, 14.2%

結婚についての意識

啓発をする, 1.6%

未婚者の結婚支援サービスを提

供する（低価格の結婚相談所や

出会いの場の提供など）, 5.2%

その他, 1.2%

特にない, 14.0%
(n=515)
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【共通】 

問 12-1 出産・子育てに対する支援策について、あなたが、重要だと思うものを３つまで選んで、番号に

○をつけてください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「保育サービスの充実」がもっとも多くなっており、「仕事と

子育ての両立支援」、「各種手当などの経済的支援の充実」、「妊娠・出産に対する支援」、「地域による

子育て支援の充実」が 20%を超えています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

20.5%

50.7%

3.0%

5.8%

17.5%

22.4%

8.8%

7.9%

39.7%

13.1%

13.1%

25.1%

5.8%

10.7%

25.4%

1.4%

2.2%

4.7%

地域による子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て相談窓口の充実

子育て支援のネットワークづくり

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子どもの健康に対する安心

父親の育児促進

仕事と子育ての両立支援

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

子育てに困っている家庭への支援

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

多子世帯への支援策の充実

ひとり親（家庭）に対する支援

各種手当などの経済的支援の充実

その他

特にない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=633)

23.7%

47.4%

4.7%

5.4%

9.5%

22.5%

7.4%

8.7%

26.0%

6.2%

10.3%

16.5%

7.2%

9.7%

28.9%

0.8%

11.7%

地域による子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て相談窓口の充実

子育て支援のネットワークづくり

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子どもの健康に対する安心

父親の育児促進

仕事と子育ての両立支援

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

子育てに困っている家庭への支援

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

多子世帯への支援策の充実

ひとり親（家庭）に対する支援

各種手当などの経済的支援の充実

その他

特にない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=515)



85 

【共通】 

問12-2 問12-1で選んだものの中から、もっとも重要だと思うものの番号を回答欄に記入してください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「保育サービスの充実」がもっとも多くなっており、「仕事と

子育ての両立支援」、「各種手当などの経済的支援の充実」が 10%を超えています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

地域による子育て支援の

充実, 5.8%

保育サービスの充実, 

28.4%

子育て相談窓口の充実, 

0.7%

子育て支援のネットワー

クづくり, 0.7%

地域の子どもの居場所・活動拠

点の充実, 3.6%

妊娠・出産に対する支援, 6.3%

子どもの健康に対する安心, 2.7%父親の育児促進, 1.4%

仕事と子育ての両立支

援, 17.1%子どもを対象にした犯

罪・事故の軽減, 4.1%

子育てに困っている家庭

への支援, 3.1%

子育てしやすい住居・まち

の環境面での充実, 6.6%

多子世帯への支援策の

充実, 1.9%

ひとり親（家庭）に対する

支援, 1.7%

各種手当などの経済的

支援の充実, 13.1%

その他, 0.8% 無回答, 2.2%
（n=589）

地域による子育て支援の

充実, 8.4%

保育サービスの充実, 

25.9%

子育て相談窓口の充実, 0.9%

子育て支援のネットワー

クづくり, 1.5%

地域の子どもの居場所・活動拠点

の充実, 2.9%

妊娠・出産に対する支援, 7.0%

子どもの健康に対する安心, 1.3%父親の育児促進, 4.2%

仕事と子育ての両

立支援, 14.1%

子どもを対象にした犯

罪・事故の軽減, 1.8%

子育てに困っている家庭

への支援, 3.3%

子育てしやすい住居・ま

ちの環境面での充実, 

4.4%

多子世帯への支援策の

充実, 2.6%

ひとり親（家庭）に対する

支援, 3.3%

各種手当などの経済的

支援の充実, 17.6%

その他, 0.9%（n=455）
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【共通】 

問 13-1 出産・子育てに対する支援策について、あなたが、不足していると思うものを３つまで選んで、

番号に○をつけてください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「保育サービスの充実」がもっとも多くなっており、「仕事と

子育ての両立支援」、「各種手当などの経済的支援の充実」が 20%を超えています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

15.2%

53.9%

3.0%

3.5%

14.7%

17.7%

3.8%

12.6%

37.3%

8.5%

13.7%

16.4%

6.2%

13.7%

23.7%

2.5%

3.9%

6.5%

地域による子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て相談窓口の充実

子育て支援のネットワークづくり

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子どもの健康に対する安心

父親の育児促進

仕事と子育ての両立支援

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

子育てに困っている家庭への支援

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

多子世帯への支援策の充実

ひとり親（家庭）に対する支援

各種手当などの経済的支援の充実

その他

特にない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=633)

14.6%

39.6%

2.7%

4.7%

6.2%

15.5%

3.3%

13.4%

24.9%

4.7%

11.5%

9.9%

6.6%

12.4%

25.6%

1.2%

19.0%

地域による子育て支援の充実

保育サービスの充実

子育て相談窓口の充実

子育て支援のネットワークづくり

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実

妊娠・出産に対する支援

子どもの健康に対する安心

父親の育児促進

仕事と子育ての両立支援

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

子育てに困っている家庭への支援

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

多子世帯への支援策の充実

ひとり親（家庭）に対する支援

各種手当などの経済的支援の充実

その他

特にない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=515)
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【共通】 

問 13-2 問 13-1で選んだものの中から、もっとも不足していると思うものの番号を回答欄に記入してく

ださい。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「保育サービスの充実」がもっとも高くなっており、上位は

「仕事と子育ての両立支援」、「各種手当などの経済的支援の充実」となっています。 

 

【郵送調査】 

【インターネット調査】 

 

地域による子育て支

援の充実, 3.9%

保育サービスの充実, 

30.3%

子育て相談窓口の充実, 0.9%

子育て支援のネットワーク

づくり, 0.7%

地域の子どもの居場所・

活動拠点の充実, 3.9%

妊娠・出産に対する支援, 5.1%

子どもの健康に対する安心, 0.7%父親の育児促進, 4.9%

仕事と子育ての両

立支援, 15.5%
子どもを対象にした犯

罪・事故の軽減, 1.9%

子育てに困っている家庭

への支援, 3.9%

子育てしやすい住居・まち

の環境面での充実, 4.1%

多子世帯への支援策の

充実, 2.6%

ひとり親（家庭）に対する

支援, 3.2%

各種手当など

の経済的支援

の充実, 12.9%

その他, 2.1%
無回答, 3.4%（n=567）

地域による子育て支

援の充実, 5.0%

保育サービスの充実, 

29.5%

子育て相談窓口の充実, 1.2%

子育て支援のネットワークづくり, 1.0%

地域の子どもの居場所・

活動拠点の充実, 2.2%

妊娠・出産に対する支援, 5.8%

子どもの健康に対する安心, 0.7%父親の育児促進, 6.7%

仕事と子育て

の両立支援, 

12.0%
子どもを対象にした犯

罪・事故の軽減, 1.4%

子育てに困っている家庭

への支援, 5.5%

子育てしやすい住居・まち

の環境面での充実, 2.6%

多子世帯への支援策の

充実, 1.9%

ひとり親（家庭）に対する

支援, 5.8%

各種手当などの経済

的支援の充実, 17.5%

その他, 1.2%（n=417）
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【共通】 

問 14 あなたは、区内の主要な地域の子育て支援事業について知っていますか。あてはまる番号に○をつ

けてください。（複数回答可） 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「どれも知らない」が半数以上となっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

21.2%

14.8%

18.5%

3.8%

13.1%

17.2%

57.7%

6.3%

ほ・ねっとめぐろ（子育ての相談窓口）

子育てふれあいひろば（交流と相談）

乳幼児クラブ

ベビー活動

乳幼児のつどい

ファミリー・サポート・センター事業（育児援助）

どれも知らない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=633)

19.0%

14.0%

14.0%

5.8%

10.1%

13.4%

71.3%

ほ・ねっとめぐろ（子育ての相談窓口）

子育てふれあいひろば（交流と相談）

乳幼児クラブ

ベビー活動

乳幼児のつどい

ファミリー・サポート・センター事業（育児援助）

どれも知らない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=515)
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【共通】 

問 15 あなたは、出産・子育てをする方自身が、どのような支援を望んでいると思いますか。あてはまる

番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「子どもの送り迎え・一時預かり」が 60%以上と多くなって

います。次いで「経済的支援」、「出産前後の相談、情報提供の支援」となっています。 

 

【郵送調査】 

 
【インターネット調査】 

 

37.1%

9.6%

61.8%

10.4%

7.6%

5.8%

50.6%

3.8%

6.3%

出産前後の相談、情報提供の支援

育児用品の提供

子どもの送り迎え・一時預かり

子どもの遊び相手

食事の提供などの生活支援

近居・同居

経済的支援

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=633)

38.4%

16.7%

61.7%

15.0%

17.9%

9.1%

59.0%

3.1%

出産前後の相談、情報提供の支援

育児用品の提供

子どもの送り迎え・一時預かり

子どもの遊び相手

食事の提供などの生活支援

近居・同居

経済的支援

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=515)
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【共通】 

問 16 あなた自身は、今後出産・子育てをする家族や友人に対し、どのような支援ができると思いますか。

あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「子どもの遊び相手」が 40%以上と多くなっており、「子ども

の送り迎え・一時預かり」、「出産前後の相談、情報提供の支援」が 30%を超えています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

34.1%

22.6%

35.9%

40.6%

11.5%

5.2%

11.8%

4.3%

12.5%

出産前後の相談、情報提供の支援

育児用品の提供

子どもの送り迎え・一時預かり

子どもの遊び相手

食事の提供などの生活支援

近居・同居

経済的支援

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=633)

32.8%

23.7%

31.7%

43.9%

12.0%

5.6%

13.4%

6.8%

出産前後の相談、情報提供の支援

育児用品の提供

子どもの送り迎え・一時預かり

子どもの遊び相手

食事の提供などの生活支援

近居・同居

経済的支援

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=515)
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【共通】 

問 17 あなたは、目黒区総合庁舎ウェディング事業について知っていますか。あてはまる番号に○をつけ

てください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、約 20%の方が同事業を知っていると答えています。 

（本事業は、新たな歳入確保策の 1つとして、平成 25年度から開始） 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

知っている, 20.5%

知らない, 75.7%

無回答, 3.8%
(n=633)

知っている, 23.3%

知らない, 76.7%

(n=515)
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【18 歳から 49 歳の未婚及び既婚（配偶者と離別・死別）】 

問 18 結婚することへの考え方について、あなたの考えにもっとも近いものを１つ選んで、番号に○をつ

けてください。 

 未婚者にとって、「自分の子どもや家族をもてる」と「精神的な安らぎの場が得られる」の２つで、

半数程度を占めています。 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

経済的に余裕がもてる, 1.8%

社会的信用を得たり、周囲と対

等になれる, 4.6%

精神的な安らぎの場が得

られる, 27.5%

現在愛情を感じている人

と暮らせる, 14.7%

自分の子どもや家族をも

てる, 33.9%

親を安心させたり周囲の期待に

応えられる, 11.9%

その他, 3.7%

無回答, 1.8%
（n=109）

経済的に余裕がもてる, 10.2%

社会的信用を得たり、周

囲と対等になれる, 7.3%

精神的な安らぎの場が得

られる, 24.1%

現在愛情を感じている人と

暮らせる, 11.3%

自分の子どもや家族をも

てる, 25.2%

生活上便利になる, 2.6%

親から独立できる, 2.6%

親を安心させたり周囲の

期待に応えられる, 10.2%

その他, 6.6%(n=274)
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【18 歳から 49 歳の未婚及び既婚（配偶者と離別・死別）】 

問 19 あなたは将来、結婚したいと思いますか。あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてくださ

い。 

 結婚の意思がある未婚者（「すぐにでも結婚したい」、「2～3年以内に結婚したい」、「いずれは結婚し

たい」の合計）は、郵送調査 85.3%、インターネット調査 78.5%となっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

すぐにでも結婚

したい, 15.6%

2～3年以内に

結婚したい, 

16.5%

いずれは結婚し

たい, 53.2%

結婚するつも

りはない, 

10.1%

無回答, 4.6%
（n=109）

すぐにでも結婚

したい, 20.4%

2～3年以内に

結婚したい, 

15.3%

いずれは結婚し

たい, 42.7%

結婚するつもり

はない, 21.5%

(n=274)
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【18 歳から 49 歳の未婚及び既婚（配偶者と離別・死別）】 

問 20 あなたが、独身でいる理由はなんですか。あなたの考えにもっとも近いものを１つ選んで、番号に

○をつけてください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「適当な相手にまだめぐり会わないから」と回答した方が 20%

を超えています。 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

結婚するにはまだ若すぎ

るから, 10.1%

必要性を感じないから, 

8.3%

今は、仕事（または学業）

にうちこみたいから, 

13.8%

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから, 5.5%
適当な相手にまだめぐり

会わないから, 23.9%
相手とうまくつき合えない

から, 1.8%

出会う機会そのものがな

いから, 11.9%

結婚資金が足りないから, 

7.3%

結婚生活の為の住居の目処

がたたないから, 0.9%

その他, 6.4%

すでに結婚が決まっている, 

1.8%

特にない, 5.5% 無回答, 2.8%（n=109）

結婚するにはまだ若すぎ

るから, 5.1%

必要性を感じないから, 12.0%

今は、仕事（または学業）

にうちこみたいから, 8.4%

今は、趣味や娯楽を楽し

みたいから, 2.2%

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから, 8.4%
適当な相手にまだめぐり

会わないから, 21.2%

相手とうまくつき合えない

から, 2.6%

出会う機会そのものがな

いから, 14.2%

結婚資金が足りないから, 

4.7%

結婚生活の為の住居の

目処がたたない から, 

2.6%

その他, 4.7%

すでに結婚が決まっている, 2.2%

特にない, 11.7%(n=274)
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【18 歳から 49 歳の未婚及び既婚（配偶者と離別・死別）】 

問 21 あなたは、何人子どもが欲しいですか。また、第一子はご自身が何歳のときに欲しいですか。 

※希望としてお答えください。 

 郵送調査では、子どもが欲しいと答えた方が約 80%だったのに対し、インターネット調査では 64.6%

となっています。欲しい子どもの数は「2人」と回答した方がもっとも多くなっています。 

 

    【郵送調査】                         【インターネット調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欲しい, 

79.8%

欲しくない, 

16.5%

無回答, 

3.7%
（n=109）

欲しい, 

64.6%

欲しくない, 

35.4%

(n=274)

1人, 6.9%

2人, 71.3%

3人, 18.4%

4人, 2.3%
無回答, 1.1%

（n=87）
1人, 19.2%

2人, 63.3%

3人, 16.4%

4人, 1.1%
(n=177)



96 

【18 歳から 49 歳の未婚及び既婚（配偶者と離別・死別）】 

問 21 あなたは、何人子どもが欲しいですか。また、第一子はご自身が何歳のときに欲しいですか。 

※希望としてお答えください。 

 郵送調査では「25～29歳」と回答した方が 31.0%と最も多く、インターネット調査では「30～34歳」

と「35～39 歳」が 25.4%と同数でした。年代は、30 歳代が約半数を占めています。 

 

【郵送調査】 

 
【インターネット調査】 

 

20～24歳, 1.1%

25～29歳, 31.0%

30～34歳, 28.7%

35～39歳, 19.5%

40～44歳, 11.5%

45～49歳, 4.6%

50～54歳, 1.1% 無回答, 2.3%
（n=87）

20～24歳, 1.1%

25～29歳, 16.9%

30～34歳, 25.4%

35～39歳, 25.4%

40～44歳, 22.6%

45～49歳, 6.8%

50～54歳, 1.7%
（n=177）
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【18 歳から 49 歳の未婚及び既婚（配偶者と離別・死別）】 

問 22-1 希望の数の子どもを持つにあたって、どのような状況であれば子どもを持ちやすいと思います

か。あなたの考えに近いものを３つまで選んで、番号に○をつけてください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「働きながら子育てができる職場環境であること」、「教育に

お金があまりかからないこと」と回答した方が多く、40%を超えています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

44.8%

35.6%

2.3%

25.3%

52.9%

6.9%

16.1%

17.2%

37.9%

25.3%

14.9%

3.4%

教育にお金があまりかからないこと

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど）

出産・育児について相談できる人が地域にいること

雇用が安定すること

働きながら子育てができる職場環境であること

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

家がある程度広いこと

自分または配偶者が高齢でないこと

健康上の問題がないこと

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
（n=87）

43.5%

32.2%

11.3%

27.1%

45.2%

9.0%

11.3%

11.9%

26.0%

19.2%

5.6%

1.1%

7.9%

教育にお金があまりかからないこと

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど）

出産・育児について相談できる人が地域にいること

雇用が安定すること

働きながら子育てができる職場環境であること

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

家がある程度広いこと

自分または配偶者が高齢でないこと

健康上の問題がないこと

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること

その他

特にない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=177)
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【18 歳から 49 歳の未婚及び既婚（配偶者と離別・死別）】 

問 22-2 問 22-1で選んだものの中から、あなたの考えにもっとも近いものの番号を回答欄に記入してく

ださい。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「働きながら子育てができる職場環境であること」と回答し

た方がもっとも多く、25%を超えています。 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

教育にお金があまりかからないこと, 17.9%

地域の保育サービスが

整うこと（保育所や一時

預かりなど）, 14.3%

雇用が安

定すること, 

8.3%
働きながら子育てができ

る職場環境であること, 

26.2%

自分の昇進・昇格に差し

支えがないこと, 2.4%

家がある程度広いこと, 2.4%

自分または配偶者が高

齢でないこと, 3.6%

健康上の問題がないこと, 17.9%

配偶者（事実婚含む）の家事・育

児への協力が得られること, 3.6%

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児

に協力してくれる人がいること, 3.6%
（n=84）

教育にお金があまりかか

らないこと, 19.0%

地域の保育サービスが整う

こと（保育所や一時預かり

など）, 13.5%

出産・育児について相談できる

人が地域にいること, 4.3%

雇用が安定す

ること, 13.5%

働きながら子育てができ

る職場環境であること, 

27.0%

自分の昇進・昇格に差し

支えがないこと, 0.6%

家がある程度広いこと, 1.8%

自分または配偶者が高齢

でないこと, 4.3%

健康上の問題がないこと, 8.6%

配偶者（事実婚含む）の家事・育児へ

の協力が得られること, 5.5%

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に

協力してくれる人がいること, 0.6% その他, 1.2%
（n=163）
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【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 23 あなたは、今の配偶者（事実婚含む）とどのようなきっかけで知り合ったのですか。あてはまるも

のを１つ選んで、番号に○をつけてください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「職場や仕事の関係で」と回答した方がもっとも多く 30%を

超えています。 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

学校で, 10.9%

職場や仕事の関係で, 

35.2%

幼なじみ・隣人関係, 3.6%学校外のサークルやクラ

ブ活動・習い事で, 7.3%

友人や兄弟姉妹を通じ

て, 24.9%

見合いで（親せき・上役な

どの紹介も含む）, 2.1%

結婚相談所で, 1.6%

街なかや旅先で, 5.2%

アルバイトで, 4.7%

その他, 3.1% 無回答, 1.6%
(n=193)

学校で, 10.4%

職場や仕事の関係で, 

37.8%

幼なじみ・隣人関係, 2.9%
学校外のサークルやクラ

ブ活動・習い事で, 8.7%

友人や兄弟姉妹を通じ

て, 26.6%

見合いで（親せき・上役な

どの紹介も含む）, 2.1%

結婚相談所で, 2.5%

街なかや旅先で, 7.5%

アルバイトで, 0.8% その他, 0.8%
(n=241)



100 

【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 24 あなたが、最終的に結婚を決めたきっかけはなんですか。あてはまるものを１つ選んで、番号に○

をつけてください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「年齢的に適当な時期と感じた」と回答した方がもっとも多

く、郵送調査 42.0%、インターネット調査 48.1%となっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

結婚資金（挙式や新生活の準備のための

費用）が用意できた, 0.5%

収入や住居など結婚生活のた

めの経済的基盤ができた, 9.3%

自分または相手の仕事

の事情, 4.7%

できるだけ早く一緒に暮

らしたかった, 16.6%

年齢的に適当な時期だと

感じた, 42.5%

できるだけ早く子どもが

欲しかった, 3.6%

子どもができた, 6.2%

友人や同年代の人たち

の結婚, 0.5%

親や周囲のすすめ, 4.7%

その他, 9.8%

無回答, 1.6%
(n=193)

結婚資金（挙式や新生活の準備の

ための費用）が用意できた, 2.9%

収入や住居など結婚生活のた

めの経済的基盤ができた, 7.5%

自分または相手の仕事の事情, 6.2%

できるだけ早く一緒に暮

らしたかった, 19.5%

年齢的に適当な時期だと

感じた, 48.1%

できるだけ早く子どもが

欲しかった, 2.9%

子どもができた, 4.6%

友人や同年代の人たち

の結婚, 1.7%

親や周囲のすすめ, 2.5%
その他, 4.1%

(n=241)
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【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 25 あなたは、何人子どもがいますか。 

 子どもがいる方は、郵送調査 74.1%、インターネット調査 64.3%となっており、子どもの数は 1人の

方と 2人の方が同程度となっています。 

 

【郵送調査】                          【インターネット調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもはいる, 

74.1%

子どもはい

ない, 24.9%

無回答, 1.0%(n=193)

子どもはいる, 

64.3%

子どもはい

ない, 35.7%

(n=241)

1人, 43.4%

2人, 48.3%

3人, 7.7%
4人, 0.7%

(n=143)

1人, 50.3%

2人, 41.3%

3人, 8.4%(n=155)
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【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 26 あなたは、あと何人子どもが欲しいですか。 

 既婚者のうち、子どもがほしいと回答した方は、郵送調査 55.4%、インターネット調査 42.7%となっ

ており、あと 1人欲しいと回答している方が半数以上を占めています。 

 

【郵送調査】                        【インターネット調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもはあ

と 人欲しい, 

55.4%

子どもは欲

しくない, 

44.0%

無回答, 0.5%(n=193)

子どもはあ

と 人欲しい, 

42.7%

子どもは欲

しくない, 

57.3%

(n=241)

1人, 59.8%

2人, 29.9%

3人, 5.6%
無回答, 4.7%

(n=107)

1人, 68.0%

2人, 32.0%

(n=103)
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【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 27-1 希望の数の子どもを持つにあたって、どのような状況であれば子どもを持ちやすいと思います

か。あなたの考えに近いものを３つまで選んで、番号に○をつけてください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「地域の保育サービスが整うこと」と回答した方が多く、50%

を超えています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

 

40.2%

59.8%

3.7%

12.1%

34.6%

1.9%

23.4%

29.0%

32.7%

20.6%

10.3%

3.7%

3.7%

教育にお金があまりかからないこと

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど）

出産・育児について相談できる人が地域にいること

雇用が安定すること

働きながら子育てができる職場環境であること

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

家がある程度広いこと

自分または配偶者（事実婚含む）が高齢でないこと

健康上の問題がないこと

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
（n=107）

49.5%

54.4%

3.9%

14.6%

39.8%

5.8%

25.2%

13.6%

26.2%

17.5%

11.7%

1.0%

3.9%

教育にお金があまりかからないこと

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど）

出産・育児について相談できる人が地域にいること

雇用が安定すること

働きながら子育てができる職場環境であること

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと

家がある程度広いこと

自分または配偶者（事実婚含む）が高齢でないこと

健康上の問題がないこと

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること

その他

特にない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
(n=103)
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【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 27-2 問 27-1で選んだものの中から、あなたの考えにもっとも近いものの番号を回答欄に記入してく

ださい。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「地域の保育サービスが整うこと」と回答した方が多く、郵

送調査 25.2%、インターネット調査 34.3%となっています。 

 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

教育にお金があまりかか

らないこと, 12.6%

地域の保育サービスが

整うこと（保育所や一時

預かりなど）, 25.2%

出産・育児について相談でき

る人が地域にいること, 1.9%

雇用が安定すること, 4.9%働きながら子育てができる職場環境であること, 11.7%

家がある程度広いこと, 2.9%

自分または配偶者（事実婚含

む）が高齢でないこと, 17.5%

健康上の問題がないこと, 12.6%

配偶者（事実婚含む）の家事・育

児への協力が得られること, 2.9%

配偶者（事実婚含む）以外

の家族に、育児に協力してく

れる人がいること, 1.9%

その他, 2.9% 無回答, 2.9%
（n=103）

教育にお金があまりかか

らないこと, 23.2%

地域の保育サービスが

整うこと（保育所や一時

預かりなど）, 34.3%

雇用が安定すること, 5.1%

働きながら子育てができる

職場環境であること, 9.1%

自分の昇進・昇格に差し

支えがないこと, 1.0%

家がある程度広いこと, 4.0%

自分または配偶者（事実婚含

む）が高齢でないこと, 8.1%

健康上の問題がないこと, 9.1%

配偶者（事実婚含む）の家事・育児

への協力が得られること, 3.0%

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育

児に協力してくれる人がいること, 3.0%
（n=99）
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【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 28-1 子どもは欲しくない理由について、あなたの考えに近いものを３つまで選んで、番号に○をつけ

てください。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「経済的な制約が増える」と回答した方が 60%近くを占めて

います。 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

 

 

62.4%

2.4%

27.1%

16.5%

16.5%

7.1%

4.7%

5.9%

9.4%

49.4%

21.2%

2.4%

経済的な制約が増える

配偶者（事実婚含む）が欲しがらない

今の生活レベルを維持したい

自分の時間や、配偶者（事実婚含む）と二人の時間を失いたくない

仕事（学業）との両立が難しい

雇用の継続への不安がある

親になることが不安・子育てに自信が持てそうにない

出産・子育てに対する周囲のサポート体制が整っていない

陣痛・出産時の痛みが不安

高齢出産のリスクが心配

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=85)

59.4%

8.7%

21.0%

10.1%

12.3%

5.8%

13.0%

10.9%

2.9%

38.4%

12.3%

経済的な制約が増える

配偶者（事実婚含む）が欲しがらない

今の生活レベルを維持したい

自分の時間や、配偶者（事実婚含む）と二人の時間を失いたくない

仕事（学業）との両立が難しい

雇用の継続への不安がある

親になることが不安・子育てに自信が持てそうにない

出産・子育てに対する周囲のサポート体制が整っていない

陣痛・出産時の痛みが不安

高齢出産のリスクが心配

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=138)
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【18 歳から 49 歳の既婚（事実婚含む）】 

問 28-2 問 28-1で選んだものの中から、あなたの考えにもっとも近いものの番号を回答欄に記入してく

ださい。 

 郵送調査・インターネット調査ともに、「経済的な制約が増える」と回答した方が多く、30%を超えて

います。 

【郵送調査】 

 

【インターネット調査】 

 

経済的な制約が増える, 32.5%

今の生活レベルを維持したい, 6.0%

自分の時間や、配偶者（事実婚含む）と

二人の時間を失いたくない, 10.8%

仕事（学業）との両立が難しい, 3.6%雇用の継続への不安がある, 1.2%

親になることが不安・子育てに

自信が持てそうにない, 2.4%

陣痛・出産時の痛みが不安, 2.4%

高齢出産のリスクが心配, 

16.9%

その他, 20.5%

無回答, 3.6%
（n=83）

経済的な制約が増える, 37.7%

配偶者（事実婚含む）が欲し

がらない, 4.3%

今の生活レベルを維持したい, 8.0%

自分の時間や、配偶者（事実婚含む）と二

人の時間を失いたくない, 2.9%仕事（学業）との両立が難しい, 3.6%

雇用の継続への不安がある, 0.7%

親になることが不安・子育てに自信

が持てそうにない, 5.1%

出産・子育てに対する周囲のサポー

ト体制が整っていない, 1.4%

陣痛・出産時の痛みが不安, 0.7%

高齢出産のリスクが心配, 

23.2%

その他, 12.3%
(n=138)
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障害児に対するサポート（特別保育園の設置）。保育園、学校から帰宅した子どもを近隣の人が見守れる

ような地域の環境の充実。 

小児科で土・日診療の医院が多数あったら、ものすごく安心して子育てができるのではと思う。 

不妊治療の助成金制度をやって欲しい。 

・不妊治療の助成金を廃止したそうですがなぜでしょうか。制度の復活を望みます。 

・目黒区は待機児童の数が都内でもトップクラスだと聞きます。保育所の増設をぜひお願いします。 

・出産に際しての経済的手当 

・子どもを持つ夫婦への税優遇 

・2人以上の子どもを持つ夫婦への多大な手当て 

今、賃貸です。保育園が近くになく、子どもも少ない感じなので、とても暮らしやすいのに、子どもがで

きたら引越さなくてはならないのかなと感じています。 

とにかく保育園が足りなさすぎです。数年前、当時は全国でワースト 1と言われていた横浜市で、我家は

子ども 2人同じ保育園に入れました。それくらいポイントが高い我家は目黒区に来て半年間、どちらの認

可保育園にも入れず、毎日横浜まで通いました。無認可保育園に通わせる、経済的余裕なんてございませ

んし、3才、5才になった子たちに今さら育児休暇なんて話、通じる訳もなく…半年後、やっと入所できま

したが、ずいぶん家から遠くて、本当に毎日の送迎に費やす数時間が残念です。小学校に入学した上の子

は学童も入所できず、1ヶ月知らない子たちの中、別の小学校の学童へ通いました。とても残念な小 1の

スタートでした。 

苦しいながらも、愛情を持って育てる子どもに関っていくことが大事だと思う。経済的支援も親の頑張り

が減る場合もあると思う。教育者への責任のなすりつけが多くて、親自身の責任、義務感を減らしてしま

う気がする。子どものために頑張って働く姿勢をうながす呼びかけ、そういう大人への尊敬心を養う、教

育があってほしい。多様化している労働環境の中で男女共に育児に専念できる企業側の精神的配慮、労働

スタイルの配慮を考えて欲しい。経済的支援は与えるのではなく、賃金のアップや、住民税の軽減が良い

と思う。与えてばかりでは、人間をダメにしてしまう気がする 

Facebookなどの SNS を使って、若手世代（20-30代）に積極的な情報発信をするべき。今回答えたアンケ

ートの中にも自分の知らない施策があって損した気持ちになりました。今後とも、よろしくお願いしま

す。 

働く女性が安心して預けられる保育所、学童クラブの充実・子どもの遊び場の充実。子どもが家にひきこ

もらない、1人で留守番をしない、子どもが何でも話せる環境など。 

目黒区の生活環境、自然、住宅環境にはとても満足しています。子ども達も目黒区の環境の良さに満足し

ており、離れたくないとも言っております。ただ、公立小学校の状況にはとても頭を悩ませました。教育

環境の充実を望みます。算数と国語だけでも専門家（塾より派遣）を担当するなど現在の先生方の教え方

にも問題が多くあります。子どもは未来への宝です。小学校が荒れていると勉学の意欲も無になります。

教育に力とお金をかけることが環境・地域へつながります。公立小学校の先生の質には、大変疑問を感じ

ました。私立校の教育環境など視察し、改善を願います。塾に行く家庭への補助金も教育向上につながる

と思います。 

考えると暗くなり頭痛がします。現在 50 才の息子がいますが、年収 200万（手取）では、ご存じの通り結

婚できる額でない。78才死ぬも生きるも苦しいです。夫 80才年金では生活無理です。 
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私は、1人目の時に、保育園に入れず、仕事を辞めました。もっと保育園も増やしてほしいと思います。

区立の幼稚園もなくなってしまい、残念です。区立の幼稚園がないので、私立への手当を増やしてほしい

です。 

自然環境保全、保育所の増設、住宅サービスの充実。 

児童館に赤ちゃんを連れて行きにくい、過ごしにくい雰囲気がある。また、乳幼児クラブも登録制にな

り、他の児童館に行きにくくなったり、運営が保護者になるので負担も大きい。 

結婚、出産した後も暮らしやすい環境であることにむしろ感謝の方が大きいです。とてもとてもありがた

いなぁと日々感じながら生活しております。あるとすれば出産後の仕事と家事を負担がかかりすぎずに行

えるような環境がありますと更に良いですね。それから、犯罪も増えているとは思いますが子どもにも気

を付けていく意識をもたせてあげられる様に親である自分もしっかり指導していく必要があると反省致し

ました。 

・若い人の、初任給から、昇給額共に、20数年変化が感じられず、独身者の増になっている。 

・区としての、婚活サポートがあれば好ましい。 

・結婚時、出産時での税金面での補助。サポートが有れば、未来が有ると思う。 

・意識調査結果のフィードバックが欲しい。 

私自身もそうですが、子どもを預けられないので働きたくても働けません。乳幼児クラブなどが不要だと

は思いませんが、そこに力を入れても満足はできないと思います。希望する人が保育園に入れるようにな

れば、安心して出産して目黒区に住みたいと思えるはずです。宜しくお願いいたします。 

自転車に乗っている方達への安全運転の知識向上（子どもから、高齢者） 

差当りは安心できる保育所の充実から。 

育児はひとりではとても苦しい思いをすることがあるので、いつでもかけこめる場があると安心できると

思います。近所のいいおじちゃんやおばちゃんがいると親のように甘えられ、頼りにできて助かるのでは

ないかと思います。睡眠不足が続くと、イライラしてしまうので、子どもを預けてゆっくり眠れる場があ

ると育児中のママは助かるのかなと思います 

子どもが 1人で外を歩いても安心できる街づくりを目指してください。また、子どもがたくさん遊べる公

園整備もお願いします。 

子どもが自由に遊べるグラウンド（ボール投げ、キャッチボール等）が、ところどころにほしい。 

働きたい人のために 2～3才からの保育園を増やすべき。保育園に入れてから仕事を探す人が多いので、働

く意思のある親の子は働いている人と同様の扱いで入園させるべきである。保育園には医師がいて多少の

ことなら預かることができる（急に仕事が休めない）現実をもっと役所は知るべきです。公務員と民間と

では条件が違うので、そのことをよく考えてほしい。私の回りにも悩んでいる人がたくさんいます。 

目黒区は住みたくても家賃、土地代など若者にはあまりにも高すぎるので、どうにか住みたい場所、住み

たい地域に住めるようにして欲しい。 

アンケート内容とは異なるが、健康福祉部からのアンケートも送付されており、縦割り行政の一端が見受

けられる。横串を通した行政を望む。 
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孤立しないで子育てできる本人の資質…は本人にもよると思いますが、制度が整えば生みたいというもの

ではなくて、社会全体から感じる生みにくさ・育てにくさ・生きにくさだと思います。子育てには子が成

長するにしたがって大変でお金がかかるので、未熟な自分には子を育てるのは無理…と思うのもしかたの

ないことだと思います。暮らしやすい環境は心の問題と思います。区はもっと普通に普通の行政をまとも

にやって下さい。 

目黒区は治安も良く、小さい子を育てる環境として安心して暮らせると思います。教育について、他の区

を参考にもう少し充実させていただけると良いと思います。 

近隣の区と比べ、子育て支援が弱い気がします。学童の整備をお願いしたいです。働いていても、いなく

ても、放課後に学校で一緒に過ごせるといいと思います。とてもきれいな区で、ずっと住み続けていきた

いと思う魅力があります。しかしながら、住居費がとても高いので、中堅層にも家賃補助があると助かり

ます。持ち家を購入する際にも補助があれば嬉しいです。 

生産性のない公務員のまずボーナス、期末手当てを早く止め、区債や国からの補助なしに成り立つ区政を

直すこと。区役所の空室を保育や児童の遊び場にする、学校の空室は老人の憩いの場にするか老人ホーム

にすれば、孫や小さい子の声を聞くだけでも老人は元気になることあり、老人と子どもが遊べば相互楽し

みもできる。企業や老舗が減少して高層マンションが建っても子育てには向かない、社員寮やアパート、

長屋時代には子どもの問題はなかった。こういう調査をすること自体、暇とお金の無駄使いである。 

共働きであることが良しとされる時代なのでしょうか。子どもが小さいうちは、できる限り親が育てられ

る社会になってほしいものです。 

学童保育の充実。夏休みにも、安心して過ごせる場所の提供を考えてほしい。 

子どもが 3人いて、手当がもっとあれば子育てしやすい。このあたりは受験をする人が多かったり、習い

事をしている子どもも多く、貧乏な人が住みにくい。お金持ちの人はいいが貧乏子沢山にはもっと手当て

があるべきだ。少子化の時代に 3人も子どもを産んだのに、それをうらんでしまうこの時代が嫌になりま

す。触れ合いだのクラブとかよりも手当てを増やしてほしいです。 

子ども 3人いるが一人も結婚していない。現在までの環境では仕事と子育ての両立は不可能だった。やっ

と現在は可能になってきたと思う。今後は問題が残る（後継ぎの問題）。雇用も良くなりつつあり、出

産、子育てに対して目黒区の親たちのサポート体制を整って行く必要がある。80才を超えているので、で

きることは協力して行くが頑張って下さい、お願いします 

研究者をしています。しかし、修士論文執筆時に第一子が生まれ、保育所に入れなかったため、学業を中

断しました。博士論文執筆の時に第二子が生まれ、今も論文は出せてません。今も細々と研究しておりま

すが、後輩の男性研究者は、すでに大学の先生しています。予約なしで、一時預かりできるところ、子連

れカフェで、子どもを遊ばせながら、執筆できるところなどあれば、すごく助かります。区役所はとって

も広いスペースがあるので、民間の遊び場施設などを入れて、天気に左右されない子どもの遊び場を入れ

てほしい。有料でかまいません。できれば、子どもを遊ばせながら、お茶したり本を読めたりすると仕事

もできたりするのでもっとよいです。ぜひやって下さい。子どもの城や東京都児童会館がなくなった今、

思いっきり体を動かせる室内遊戯場は必要です。 
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共働きの世帯は、妊娠期間中は確実に収入が減ります。なので、それを賄う所得や支援が得られない場

合、産後までの不安は大きく子どもを産むメリットを感じられないと思います。所得が一定の安定した水

準になるには、年齢的にも高齢出産の部類が多くなり、結果、諦める家庭も出てくると思います。なの

で、地域でできることとして、妊娠、出産への不安を和らげるためのネットワーク作り（広告・声かけ・

SNS 等）と家や仕事に関する情報の提供、経済支援をして頂けると、若い世帯としては非常に助かりま

す。 

保育施設の充実として、高齢者のデイケアセンターなどと併設し、健康な高齢者と子どもが同時に過ごせ

る施設を数多く作る（校区に何か所か）。そこで、高齢者の知恵を子どもに与える。 

・区内全てを禁煙にしてほしい。禁止区域なのに吸っている人がいる。 

・狭い道路を高速で走る車がいて子どもが危ない（学園通りなど）。 

ファミリーサポートに加入しております。今は足を痛めて活動できませんが、私が子育てしている時、介

護する者もおり本当に大変でした。低価格で時間で頼める、ファミリーサポートのような制度を知ってい

たら、どんなに助かったかと思います。もっと皆様に知って頂くことが大切かと思います。 

今まで子育て（専業主婦）の価値を低く考えていたと思います。これからの日本のため人の心も育てるの

ですから、母親が仕事を持つことはすばらしいことですが、それなら母親のみならず父親も残業の無い社

会を作り、母親が時間に追われる日々から解放されなければならないと考えます。 

塾などの教育にお金がかかりすぎる。フリースクールのようなものがあればいいと思う。 

子育てには、とてもとても、お金と体力がいります。 

保育園に入っても兄弟別々ではなく一緒に入れるようにしないと、親のお迎えが大変なので改善してほし

い。 

①認証保育園であっても、認可保育園と同水準の保育料で入園できる施設 

②19:15 まででなく、全ての保育園で 21:00程度までの延長保育が可能となる体制整備 

③小学校入学後の学童保育について、保育園と同水準の預り時間拡充と保育時の教育機能充実 

20～30 代前半で結婚されて目黒区在住の方は、ある意味ステータスがあって収入もゆとりもある方が大半

だと思われます。大切な税金を子育てのために使うより、教育充実へ充ててほしいです。図書館への話題

の本の入荷や（現時点はベストセラー作は予約 100件以上は当たり前）子どもたちの知的好奇心をくすぐ

る企画など。公園や緑（自然から学ぶことが幼少期は大きいので）も増えたらと思います。パーシモンホ

ールはこの点では理想的ですね。 

他の区より転居してきて 30年になりますが、近隣の方とのお付き合いがないように思います。子どもを学

校に通わせていれば別ですが、"あいさつ"をしない方が多いように思います。もっと笑顔のある"地"にな

っても良いかな…と思います。他の地までいかないと用が足りない。例えば、日用品を揃えようとしても

その地にない。銀行、その他高齢になった時、生活しにくいように思います。○○商店街というのが地域

地域にできると良いと思います。 

もっと若者のための施設が欲しいです。 

他の区のように、様々な助成制度が充実してくれたらいいと思う（予防接種など） 

待機児童の問題は深刻。安心して子育てができる環境を整えることが急務。若い夫婦が暮らすには、自己

資金だけでは、目黒区は困難。資金援助などの制度充実、家庭保育制度の充実を図り、至便で、リーズナ
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ブルな子育て支援システムを構築して下さい。少子化の原因は、子どもに金がかかりすぎることによる忌

避感が若者に蔓延していることが大きな理由と考えます。 

都内の中で「比較的、小さい区」ですが、「品の良い区」と言われています。区役所の窓口の方々をはじ

め、他の役所の方々もその「品の良さを」継続して、若い母親達のお見本になって下さると、良いと思い

ます。 

保育サービスについて。私は認可外保育園へ預け加点をもらって 42点で 1才児の保育園に申し込みました

が、加点があってもまったく入れませんでした。2才でようやく入れましたが、絶対に必要だった「延長

保育」の承認を得られず困っています。役所も大変なので「延長保育の有無」は選考から外したようです

が、これではたった 10分、15分のお迎えに間に合わないので、毎日他人に送迎を頼むことになります。

そもそも基本保育時間が短すぎますし、なぜ役所が延長保育の必要性を判断するのですか？他の区では聞

いたことがありません。こんな状態なので、2人目も保育園へ入れなかったら退職です。なので、2人目は

考えられません。とは言っても、区も積極的に子育て支援をして下さっているので、感謝もしています。

地域としては素晴らしいです。また、目黒区近郊の産婦人科は高額です。港区並の出産手当の支給があっ

ても良いと思います。 

認可保育所、無認可保育所区別なく増やし、補助をして欲しいと思います。待機児童の減少を早くできる

ようにと思います。 

・住居費の補助 

・保育園入所時（1才から入所）、既に入所している児童の親御さんがほぼ全員"公務員"なことに不満を

感じました。仕事を続ける大変さは誰でも変わらないはずなので、他の方がそうしているように、認可さ

れていない施設や高額の施設に預けてでも働くべきだと思います。子どもを預けられないことで仕事を辞

めざるを得ない方々がたくさんいます。 

税負担の軽減 

近所の保育園に入れず、区境の保育園まで通っているので、保育園の増設を希望します。 

孫が来年幼稚園に入れる予定ですが、非常に募集枠が厳しく、民間保育園も近場は受入れが厳しく、条件

に合う保育所は遠かったりで、娘は悩んで、この 9月から何軒か見学に行くようで、子どもが自宅近くで

どこでも入れるように早く態勢を整えてほしい。こんな状態では子どもを何人も生めませんね。それと、

幼稚園の帰宅がお昼位とは、働く女性は迎えに間に合うわけがないです。この制度もおかしいですね。皆

さん専業主婦ということですか？早急に改善希望。 

保育園の充実 

若い方達が安心して子育てができる区であってほしいです。 

住宅環境の整備、防犯の強化 

今、住んでいる目黒区を愛することが第一と考えます。住んでいる区を愛することで、環境の整備などに

目がいくのであって、ただ人気度の高い街に住むという優越感からだけでは街の環境の良さは保てない。

街中が汚い、公共施設でのマナーの悪さには驚かされる。子育てを真剣に考えるのであれば、ママさん方

の一人一人のマナーが子ども（自分のだけでなく）に影響を与えると思うので、親と子が一緒に遊べる公

共施設作りが望ましい。公園でも子どもは子ども、親はほとんどが携帯電話にかかりきりで、子どもと一

緒に遊んでいる親はほんの一部です。 
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田舎から離れて夫婦共東京の大学に入り、就職すると、子育てにおいて家族の支援が受けられないので、

母（妻）ひとりで子育てをすることになり、とても大変だった。近所で親切で、誠実で心優しい年配ひと

り暮らしの女性が、小さなうちの子を見て、折々に気にかけ、私の体調が悪い時など、家で子守を 1，2時

間してくださったり、幼稚園の説明会などの時、面倒をみてくださったり、力になってくださっている。

もし、このご協力が無かったら、体も弱い私に育児は乗り越えられなかったかもしれない。このような協

力の社会と愛があることを、心から願います。公的なところで、本当はこのような協力を得たかったで

す。 

私が子育てしたくない理由は、現在の義務教育（小学校・中学校）に大いに問題があると思います。これ

らは、現在では意味のないもので、これに縛られて、他のことができないという状況にあると思います。

このようなアンケートを取る区としての対応は、24Hの相談窓口が必要かと。目黒は他の地域と比べても

病院なども充実しているので、問題はないと思っています（が、正しいかな）。 

子育てイコール経済的支援ではない、少子化が流れならそれも仕方ない。人為的に手を加えても、良い人

間にならない、行政が介入しても解決しない。ただ、子どものいない家庭は楽しいのだろうか？ 

空き室の有る小学校の教室を利用し、0才～3才位までの子どもを連れた親が安心して話ができたりくつろ

げたりする場所を作ってはどうですか。（子育ての終った人々も含む） 

保育サービスの充実。 

やはり雇用の安定と、子だくさんの家庭には支援を多く、収入で子ども手当を減らすのは言語道断。 

税金が高すぎるので、教育費へと思って頑張ってもかなり取られてしまうので困っている。待機児童問題

もあるので、保育所などきちんと整備してくれないと、専業主婦になるしかなく経済的に負担が多くなる

と思う。 

結婚した後、届け出に行った時、出生届けに行った時、暮らしやすい環境の整備をその時の希望として聞

いたり、生活していって何かありましたらいつでもとノートを（電話番号つきの）プレゼントとして、

日々のその時のこうだったらいいなぁの希望を電話し、又は意見を聞いてあげるとよい。老人いこいの家

があるように子ども達ともっと交流が一緒にできると、意見もでたり、心の交流もできたり、皆の意見も

聞くことができ多くの方の気持ちも聞けるので、よりよく素晴らしい日々になり、悩み解消になると思い

ます。 

子育ての環境については、保育サービスの充実が優先されるべきかと思います。 

支援があるということを知らないことが多いので、もっと広くに知らせるとよい。 

区が主体となる事業も大切だと思うが限りがある。民間の保育施設や学童保育の企業の誘致も必要だと思

う。女性にばかり、育児の負担が大きく、企業での活躍の足かせとなっている現実には、まず区の職員か

ら率先して男性が育児にかかわり、そういう職員の意見を吸い上げていくと新しい提案が出てくるのでは

ないか。 

不妊の方や婦人科系の病気をかかえている方にも、このアンケートが送付されていると、想像しておりま

すか？行政としての現状も知り、早急な対策はとても必要ですが、様々な事情に配慮した上で設問を考え

たほうが宜しいかと思い、わざわざ記入します。 

・働く親が子どもを安心して預ける育児所、経済的支援は重要だと思います。 
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・区とは関係があまりないと思いますが、子どもを産むことに対して、将来があまりにも暗いということ

を人から聞きます。 

保育希望者、待機者ゼロを目指して欲しい。一度退職すると同程度の復職は難しいので。 

待機児童の数を減らすよう保育園の充実を図ってほしい。また、子どもが大きくなってからの支援も充実

するようにしてほしい。 

産後、子育てが母親頼みとなり、母子で過ごす負担が大きくなる、というイメージがあります。子育てす

る上で、母親がたまにはそうした負担から解放されるような一時預かり施設があれば、無理のない子育て

ができるのではないかと思いました。また、仕事と子育ての両立をするには、父親への理解促進も必要だ

と思います。忙しい社会人の父親でも、子育てへの父親参画の情報を知ることができるよう、オンデマン

ドの配信授業などがあれば便利かと思います。私はまだ未婚ですが、素敵な目黒区で家族を持って暮らせ

たら嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

第一子（2008年生）を出産した時と第二子（2014年生）を出産した時に思ったことです。国からの助成金

は 2008 年と 2014 年を比べて金額が多くなったはずなのに、自己負担金は減らず第一子の時よりも病院に

支払う額が多くなり、ぬか喜びをしたという記憶があります。また、妊婦検診でも無料券はあるものの、

自己負担金はけっこうかかるなーという印象でした。これでは、子どもを産みたくても経済的にあきらめ

る人は多いのでは・・・・と思いました。経済格差をなくし、誰もが安心して結婚、妊娠、出産、子育て

できるような環境になって欲しいと強く思います。子どもの声の聞こえる地域というのは発展していくと

思いますので、どうか良い環境、住みやすい環境の目黒区になりますようにと願っています。区の乳幼児

クラブのような活動はありがたく利用させて頂いております。ありがとうございます。 

若い人に何も期待がもてないような時代。近所で挨拶無し"すいません""ありがとう"という言葉も無縁の

時代。長生きをしたいと全く思いません。 

現状、20代や 30代の人たちが自分だけで子育てをするのは難しいと思います。経済的にも精神的にも、

より一層のサポートが必要と思います。地域全体でひとりの子どもを育てるような気風ができると良いと

思います。また、要介護の老人もますます増えるでしょうから、老人と子どもがともに過ごせるような施

設、環境が整うと良いと思います。福祉関係の予算が増えることを期待します。雇用の面でも、福祉関係

の給与が上がれば安心して子育てできる家庭が増え、足りない人材を確保できると思います。老人、子ど

も、成年、男、女、みんなが安心して暮せる区であってほしいです。 

保育サービスの充実が最も重要と思いますので区の積極的な取り組みを期待します。 

2005年に 0才の子どもの保育園入園を望み、区役所の窓口に相談に行きました。その際、自営業では入園

がほぼ不可能と言われ、非常に困りました。私が「どうしたら良いか？」とたずねると、職員の男性は

「他区に引越したらどうか？」と返答され、失望落胆しました。その後、改善されましたか？我が子が子

育てに目黒区を選ぶかどうか、今後の行政を見守りたいと思っています。 

・低所得者、身体障害者、ひとり親など弱者に対する救済支援等、本当に困っている人を助けること。 

・通り一辺の形だけの福祉ではなく、現実、実態を把握して継続して支援することが大事 

・いわゆる役人仕事では何もよくならない、一般の公務員は元より、教師や警察の仕事のやり方、心構え

から変わらないと成功しない。 
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育児費や教育費の負担が軽減されることで、より結婚や出産に対する前向きな気持ちが生まれると思いま

す。とても住みやすい区ですので、より良い環境づくりを期待しています。 

・高校生まで医療費補助をしてもらいたい。 

・区役所や郵便局、銀行など遅くまで取り扱えるようにして欲しい。（共働きしていると行くことができ

ない） 

・コミュニティーバスを病院や公共施設などへ通してもらいたい。 

・子育てでは中学校や小学校の部活やクラブなど、指導できるスポーツ担当者が少ない。顧問の肩書きだ

けで、実際には指導できていない。 

・マンションやアパートがたくさんできて、知らない人がどんどん増えて不安が増えている。 

・保育所の完備 

・保育費負担のための減税（子どものいる家庭すべてに住民税減税） 

住居及び出産費用の補助。保育所の充実。 

目黒区政への日々のご努力感謝申し上げます。意識調査の回答につきましては、一応記入しましたが、何

しろ 3.40数年前の事柄ですので、現在の状況とは一変していると感じながらの記入でした。まして「男」

の回答ですので、ご参考になるのか心もとないしだいです。今後は 50才以下の方々のご意見をお聞きにな

る調査にしたらいかがでしようか。これからの区政繁栄を願っております。 

保育サービスの充実は、急務であると考えています。 

老後の安心 

結婚、出産の経済的支援。お金がかかるから子ども作らない、という考えがなくなるような政策が必要。 

保育園の整備 

・保育施設の充実 

・廃校になった校舎等利用して、高齢者とのつながり等をして、保育士等も、数人まじえての交流 

保育園の充実。歩道（自転車、歩く人、子どもを分ける）を使いやすくする。道路を広くする。 

若い人達が結婚・出産して、家庭を築いて、同居・別居でも、区内に住む親・老人も住みやすいと、若夫

婦への負担が減ります。老人も遠慮がなく、より元気に明るく過ごせます。若い家族も自分達の老後につ

いても、目黒区でずっと住もうと思います。 

私は、子どもが、小学 3年生、年中、1才児の 3人います。3番目が、幼稚園に入ったら、働こうと考えて

います。しかし、小学校、幼稚園の関係で、朝 9:30～昼 13時頃までしか、働けません。学校、幼稚園行

事も、私一人で対応しているため、実際に働けるのか不安です。しかし、働かないと、経済的に困りま

す。子育てをしながら働ける、雇用、保育施設の充実に努めてもらいたいです。父親の育児参加のしやす

い、企業への働きかけも、都で促していただきたいものです。 

若い人の妊娠・出産を奨励する。 
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大切な幼い命を預かる支援者の能力、人格が大切だと思います。又、支援者が心おきなくサービスをする

ためには、支援者に対する充分な待遇も必要です。子どもを安心して預けられる人間環境が整っていなけ

れば、充分な子育てには向いていないと思います。親としての意識、支援者のプロ意識がないと良い子育

てはできません。子育ては、本来人任せにしないほうが良いと思いますが、実際に手伝ってもらうとなる

とお金のためでなく、愛情に満ちた支援、環境作りを望みます。支援者の資質、教育、人格育成の方が先

決!! 

犯罪の少ない明るい町にして下さい。 

共働きが多くなると思いますので、安心して子どもを預けられる保育園や学童保育を充実して戴きたいと

思います。それには、保母さんや保父さんになろうと思う人が増えるように充実した支援をしていただき

たいと思います。 

住民税の減額。 

・若い方が目黒区で住んで結婚、出産、育児のしやすい条件 

・住居費の支援 

・保育所の充実 

・各種手当支援 

・シングルマザーへの支援（シングルパパ含） 

・高齢者と若者家族のかかわり方支援 

・保育サービスが不足しすぎている。保育施設がないので、職場への復帰は容易ではない。 

・病児保育施設が不足している。子どもが病気になると仕事へ妨げになるため、土日を含む時間帯の充実

が必要。 

結婚については、出会いの場がないとよく聞くので、目黒区内の「街コン」のようなものを開催してみた

らどうでしょうか。出産については、目黒区は他の区に比べて、非常に手当てが悪い。任意の注射等の無

料化、出産手当金の引き上げ。何より、「保育園」については、至急増設してほしい。認証を認可にした

ところで、預けることができず、他の区の保育園に預けなければならないのは、高い税金を払っているの

にあり得ない。電動自転車の手当金も支給して欲しい。出産後、本当に暮らしにくい。 

教育面に関して、品川区のように充実してほしい。 

とにかく、パチンコ・パチスロ屋などと関わらない。 

子どもの医療費無料制度は良いと思います。世帯収入が多いと税金も多いですし、子どもの学費等の出費

が多いのに、収入が多いということで何の補助もないというのは不公平ではないかと思うことがありまし

た。子どもを育てるには塾やお稽古の出費も多いです。未来を背負って立つ子ども達を育てるには、お金

がかかるのは事実です。 

出産後の母親の精神安定するケアをとって頂きたい。 

共働き世帯が増え続ける中、待機児童を減らせるよう、又、学童以降の子どもの安全な居場所を作ってく

ださるよう願います。 

不妊治療をもっと安価に! 

出産しても仕事を続けられるよう、保育所などの充実（現在は条件が厳しくなかなか入所できないと聞い

ています）、金銭面も含めて誰でも希望すれば入所できれば・・・・と思います。よろしくお願いしま

す。 
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区民のコンセンサスを得た上で、支援を行うターゲット層（例:20代の会社員世帯）を明確にし、住宅支

援や子育て支援、育児数による税優遇を行う。教育、環境面での他自治体に比較した際の優位性を持つこ

と。 

子どもたちが安心して、伸び伸びと自然の風を感じながら遊ぶことのできる公園を充実させて頂きたい。 

・待機児童について、妊婦の段階で、どのエリアに何人の待機児童ができるか把握できると思うので、保

育園の受入体制を整えてほしい。また、全ての駅から徒歩 5分以内に保育園を作ってほしい。 

・育児用品について、各児童館で育児用品、おもちゃ、絵本、衣類のリサイクルを徹底してほしい。 

保育サービスの充実と土日に区役所を開けてください。よろしくお願いします。 

・父子家庭、母子家庭の手当金を 2～3倍にすること。 

・父子家庭、母子家庭、特に 2人以上の子どもが居る人は、都営住宅の入居を最優先にすること。 

中学受験、習い事等子どもを育てるにはお金がかかる。公立の学校の教育レベルを上げて、私立中学に進

学しなくても良いようにしてほしい。出産して終わりではない。20歳になるまでは、親の責任。きちんと

育てるにはお金がかかる。もう 1人生みたいと思っていても、難しい。乳幼児期だけでなく、その子が大

きくなったとき、中学・高校で公立を選択できるように、もっとレベルの高い学校にしてほしい。 

実際に結婚、出産が現実のものとなって初めて助成について調べるので、イメージがわかないことが多く

あります。会社は出産、育児に関するサポートのハンドブックを女性社員に配ってますが、区からもそう

いうものがあるとわかりやすいと思います。あと、港区と同等の出産費用助成があると嬉しいです。結婚

し、出産を考えるときは、港区に新居を探そうかとも友人たちと話しています。 

・産院支援 

・保育所充実（待機児童 0） 

・育児支援（比較的時間に余裕のある高齢者に協力してもらい、相談所を多く作る。） 

・経済的支援充実 

・「人間に優しい目黒区」を、東京一、いや日本一を目指してほしい。 

出産後、子育てに保育サービスが整っていない。保育園に入るまで時間がかかる 

長男が小学 3年で学童保育最後の学年となります。小学校卒業まで、何らかの形で子どもが放課後を過ご

す場所が欲しいです。（児童館のない碑地区に住んでいます） 

家を買っても狭い。土地が高いので広さが制限される。今の家は、1区画だった旧家を 4分割して販売さ

れたもの。これが現実、夢がない。子どもの人数だけ部屋は用意したいが、厳しい。また、保育園に入れ

ず、区外で世話になった。ファミリーサポートも近所には見当たらず、民間の高いベビーシッターを利用

した。小学 4年生からの学童クラブの代わりになる居場所も不足しており、夏休みの過ごし方は悩みの

種。雨がしのげて涼しくて明るくて健全な居場所がもっとあるとよい。大型スーパーではないところ。 

私は 60年前、子どもを他人に預け、共働きしました。当時給料は 1か月 10万余りで、託児所も完備され

てなく、他人に預け代は 5万円でミルク代その他で給料のほとんどは子どものために使用しました。子ど

もにも寂しい思いをさせ、小学校からは首に家の鍵をつるして通学させていました。その苦労あって、子

どもも自立して立派に成長し、私も定年まで働き、苦労あって今は幸せです。今の若い主婦は少しは苦労

も必要だと思います。主張ばかりせず犠性を払うことも必要です 

親になる若者が安心して子どもの成長を見守れるよう、環境面（保育所等）での充実を希望します。 
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・学童保育の充実 

小学校低学年は授業も早く終わる。授業終了後から仕事が終わる時間、たとえば 8時頃まで預ってくれる

と女性も継続して働き続けられると思う。 

・健康保険の援助を高校生 18歳までに引き上げてほしい。 

区のウエディング事業について・・・少子化・草食・絶食化・SNS社会の世の中、若者の出会いの手助け

をする催し、システムから始めてはどうかと思います。妊娠・出産のための医療の充実・安心、子育て世

代のための保育施設・（病児用にも）、時間外預かり、などのサポート体制が整うと良いと思います。TV

で見ましたが、他区でおこなっている、廃校などを利用しての、【老人施設と保育園が同居している施

設】を目黒区も作ってはいかがでしょうか。 

今は専業主婦ですが、経済的にもパートやアルバイトをしたいのですが、保育園は待機児童が多く、幼稚

園までは無理な状況です。保育園をできるだけ多くしていただいて、待機児童が減るといいです。2人目

を考えると、まわりに子育てを手伝ってくれる人がいないので気軽に相談できる場所や子どもを一時的に

預かってくれるカフェみたいな場所だと行きやすいです。とりあえず、早く働きたい!社会復帰しやすいよ

うに、子どもを預かってくれて仕事をできる世の中（区）にしていってほしいです!!! 

社会として、結婚および出産が個々人の選択の自由であることを認識したうえで、子育てに際して生じる

金銭的な不安や仕事上の不安を社会システム又は地域経済で支える必要があると思います。一番は教育が

無料又は低い授業料で受けられることが、出産を後押しすると考えます。また、結婚・出産がすべてとい

った風調が少なからずある中では、こういった支援も意味を持たないと感じます。 

出産しても安心して暮らせること（学費等）。 

学校の休日、夏休みなど子どもを預かる所など充実しないと、働く母が大変です。50才以上の元気な主婦

をもっと活用して、子どもの預りなどをお願いしたら良い。 

子ども連れで出掛けるとき、車での移動が便利だが駐車場が少ない。 

目黒区はとても環境が良く、住みたいと思っている若い人たちはたくさんいます。しかし、いざ住みたい

物件を探すと、土地が高い、同じ間取りで品川区などと比較すると、品川の方が安いといって、そちらの

方に移ってしまいます。ぜひ若い人たちが暮らしやすい環境を整えていただき、活気のある区にして欲し

いと願っています。 

・保育所の更なる増設。 

・予防接種の更なる無料化。 

子どもが 1歳児の時、保育園に預けたいと思っていたが、その当時、目黒区は 48人待ち、お友達の住む地

域も（目黒区内）60 人待ちでした。なので、お友達は、保育園に空きのある地域へ転居しました。その

後、目黒区内で保育園に入園できたところ、先生方は本当に親身親切で、子育ての助言もたくさんくださ

り、本当にありがたく、子どもにとって一番楽しい思い出深い時間を過ごせたと心から感謝しています。 

地域・ご近所でもあまりお付き合いがない世の中になり、寂しい気持ちです。一人ひとりが思いやりを持

って、皆様とお話ができたら、嬉しく思います。 
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目黒区は、現在、待機児童ワースト 1の区になっているというデータを見たことがあります。認可保育

園、認可外保育園を増やす努力をもっと真剣にしなければならないと思います。私自身、子どもを目黒区

の認可保育園に希望しましたが、全て入れなくて、品川区の認可外保育園に預けて職場復帰をしました。

今は認可保育園に入れましたが、もう 1人子どもが欲しいと思っても、同じ保育園に入れないのであれ

ば、職場復帰が難しいのではないかと悩んでいます。切実に、認可保育園を増やしたり、小学校の学童保

育を充実させたり、病後保育の施設を増やしてほしいと思います（目黒区南部区域西小山近辺には病後保

育の施設が全くありません。）。目黒区は財政難と聞いていますが、目黒天空庭園を見たときに、あまり

意味のない施設だと思いました。こんなものに毎月高い税金を払っているのかと憤りを覚えました。目黒

区の労力やお金を保育園の拡充等にもっと使ってください。お願いします。 

実家の両親や、配偶者の両親が一時滞在できる施設の充実。中小企業に対して、産休代替要員のあっせん

事業。一人親世帯に対するベビーシッター費用の補助、支援。 

子育て真最中の息子との話しで病児保育の充実、（出勤時）突発的用件での子ども預り、ひとり親家庭へ

の支援。子どもに対する犯罪が急増しているように思われる。 

安心して子どもを預けられるところを増やし、両親の仕事をしやすいようにしていくこと。育児を父親が

参加しやすいよう会社側の支援充実。 

子育て中や退職者が生活を楽しくするような、コミュニティカレッジで 0～6才の子どもを預かる施設を併

設し、住民税の人のみ安くカルチャーを学べるような場所を作るべきです。空き小学校の一部を開放し

て、調理教室、英語教室、パソコン教室、日本らしく生け花、茶道、折り紙など。イギリスのコミュニテ

ィカレッジを、ぜひ日本にも!!私はイギリスで子育て中、随分救われました。働くこともいいですが、余

裕のない子育ては、子どもに悪影響を与えます。もっと心に余裕を持たせてあげたいです。 

生まれる前は両親学級や祖父母学級をしてもらえるけど、幼稚園や小・中学校に入る時、入った後は、そ

ういったものを聞かない。今、モンスターペアレントと呼ばれる人たちが増え、教える側は精神的に追い

つめられやすく、又、教える側としての意見を受け入れてもらえない、それどころか意見することすら許

されないような環境にあるように感じます。これでは保育士、教師は増えない。増えないと子どもを預け

られる環境が整わない。さらに、核家族世代で周りとのコミュニケーションが取りづらいので母子 2人育

児で増々悩む。公園近くの住人は子どもの声がうるさいと拒否したり、そのような看板が立つことで、さ

らに育児をしにくくなる。そうすると子どもは増えない。今、全てが悪循環だと思います。だからこそ、

入園、入学前に保護者を集めて、子どもは遊ぶのが仕事で、色んな失敗などをくり返して心が育つこと

や、先生たちの言っている意味、行動にはこういう愛情が込もっているということをしっかり伝えて、モ

ンスターになる人たちの気持ちに、少しでも余裕を作っていただきたい。何言われるかわからないなどと

言わずに、子どもが減るということは、日本の経済が傾いていくということをしっかり自覚し、声を届け

てほしい!!お願いします。 

保育所が不足しすぎているので、増やしてほしい。育児休暇を取っても、子どもを預けられないので辞め

なくてはいけない。収入が減ると、子どもがほしくても育てるお金が心配で産むことができない。 

区公認の保育制度の充実が実現できれば良いと思う。現代女性は働き者の方が多いので、小さい子どもを

安心して預けられるところがあれば、社会への女性進出にもつながり良い効果があると思う。皆さんやは

り無認可施設にはおよび腰のようです。きちんとしたところも多いですが、同じ位あやしいところも多い

との声を聞きます。 
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私は目黒区で子どもを生み、今高校 2年生になりました。仕事は産休明け（6週目）から開始、体力的に

とても厳しかったです。子どもは、母に目黒に移ってもらい頼んだり、主人に頼んだりしてやりくりしま

した。目黒にある企業に積極的に男女平等な育休を取れるよう働きかけたりすることでサポートしたらい

かがでしょう。又、学校に通うようになった時、（公立でした）PTAや学級の会が昼にあるので、めった

に出られませんでした。欧米では仕事の終わった時間夜 7時からというのも普通のようです。そうすれ

ば、母も父も参加の機会が増えるのではないでしょうか。 

共働きができる環境作り。働きたくても、保育所が足りなく、働くことができなくて、困っている母親が

います。私達の税金をそういうところに使って欲しいです。 

保育園の充実。子どもの医療費軽減。 

・子どもや年寄りに温かい、配慮のある街並や施設の整備。歩いて出掛けたくなる街の雰囲気 

・必要な人への経済的支援 

・犯罪のない、安心して住める環境。地域住民との垣根のない場所の提供等 

・こういうアンケートは度々あっていいと思います。 

・待機児童ゼロ 

・出産を含む前後の費用を負担。 

・義務教育費全ての費用を負担。 

・第 1子 5万/月、第 2子 10万、第 3子 15万の支援 

現在の目黒区の人口構成は、年齢別に見ると 65歳以上の高齢者の割合が高くなっている。確かに、若者に

対する結婚・育児支援は短期的には目に見える結果が現れるかもしれない。しかし、結婚・育児は当事者

のみならずシニアの活力を生かした対策が必要である。なぜならば、シニアには長い人生を過ごしてきた

豊富なノウハウを身につけており、それが将来を担う若者の役に立つならば願ってもないことであるだろ

う。そのためには、自宅にて過ごしがちなシニアの体力をつけるために体操教室、例えば太極拳のレッス

ンを区が無料で開き、シニアの活力を取り戻すことで少子化対策・地域活性につなげる必要がある 

国に貢献しない独身者に重税を課し、その税金を目的税として子どものいる人に配分する。公務員は、終

身雇用にせず、子どもを多く生んだ女性にポストを優先的に与え、子育てをしていた女性のキャリアのマ

イナスにするのではなくプラスに変えられるようにする。 

・幼稚園に通う際の補助金が他区に比べて少ない 

・小中一貫校 

問 15で答えたように、私のように専業主婦でいくらか時間にゆとりのある者もいるので、これから出産、

育児されていかれる方々へ、先輩としてアドバイス等ができるようなことをしていきたい。しかし、その

ような情報などが無いのでその辺りに力を入れていってもらいたい。周囲で協力してサポートしていくよ

うな街づくりをしてほしいと願います。と同時に、お年寄りの方々が楽しめる場なども、もう少しあると

良いと思います。 

また、外国の方も多いので、その方々の力をお借りして、ボランティアの語学などお互いが楽しめて高め

ていけるような環境があると良いと思います。お金をかけなくても、人とのコミュニケーションからさま

ざまなことができると思うので、多くの人の意見を聞き入れて、可能なものはぜひ形にしていってほしい

と願います。 
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私、ただ今 93才です。子どもは三人おりました。今考えると良くやってきたと思います。でも、自分たち

の子どもです。国の宝です。良いこと・悪いこと、よくよく話して下さい。日本の大切な子ども達です。

がんばってください。 

・保育園への入所待機児童を減らしていくこと。 

現在、保育所にいる孫 2人、具合が悪くなったら預かり、月 1回土・日お泊りさせてますが、長男が結婚

していないのが心配です。結婚についての意識啓発をする、よい案があればと思ってます。 

仕事を育児出産等で離れた方が復帰しやすい、元の待遇に戻れるような環境作りができればと思います 

積極的な再開発、マンション開発目黒通り地下の鉄道インフラ 

①男女の交流の場所、特に男性単身者が多い。気軽に参加できる場を。 

②共働き（経済的）を希望の人が一般的。保育園、学童保育の充実。 

③安心して遊べる楽しい公園 

区民が自然豊かな環境の中でゆったりと休養したり、あるいは農作業や森林散策などができる保養施設が

あればありがたいです。世田谷区が持っている群馬か栃木にあるような施設のイメージです。子ども達が

自然に触れるいい施設だと思います。 

目黒区三田在住ですが、区の境ということもあり保育園がありません。また、親同居、主人が自営という

ことで保育園は遠くても当らないと窓口の方にお聞きし、仕方なく幼稚園を選択しましたが、現在、精神

的にも肉体的にもつらく、病気になってしまい働くことも困難な状況です。どうか、保育園の増設をご検

討いただければ幸いです。第 2子は、ほしいものの現在ではあきらめている状況です。 

なるべく、空地を多く作り、子どもが遊び回れるようにしたらどうか。 

シニア世代の活用策として、乳幼児（特に共働き世代の子ども）のケアをシニア・シルバー人材に委託で

きるような仕組みを作っていただきたいと思います。 

乳幼児の相談窓口を大きく。学校下校後、夕方までの遊び場。住区センター児童館の利用者多し、子ども

達の日中センターのロビー、利用できないか。児童館に遊びに入れない子達や、日中、都営住宅の公園で

ゲームをしている姿がかわいそうに思う。 

保育サービスの品、数の充実、子育て世代への経済的支援。若い方々が暮らしたいと思うような街作りに

力を入れ、活気のある目黒区になって欲しいです。 

問 18～28までも読みましたが、このアンケートが無意味であると思います。アンケートは相手にどんな結

論を出したいか、わかるような問いは、無効です。 

それぞれのスペシャリスト、アドバイザーを育成して欲しい。その立場の人たちが本当に望んでいること

を親身に聞いて、目黒区の未来を創造してもらいたい。 



郵送調査自由意見（要旨） 

   121 
 

目黒区で出産して特に困った（現在進行形）のは、保育園不足です。少ない枠を奪い合うことや、横なら

びの条件でいかに点数を上げるか、みたいな考え方に疑問を感じます。これが普通、というのは怖い感覚

だと思います。窓口で相談した時、育休手当が付く期間中「4月入園が無理なら育児の期間（専業主婦の

期間）延ばそうかな・・・」とつぶやいたところ、「そんなことしたら、来年も保育園入れないよ!」と強

い口調で言われました。それが現実だし、私の為に言ったのかもしれませんが、赤ちゃんをそばで育てた

い、見ていたい、と思っただけなのに、ダメなの!？と感じました。すぐにでも仕事がしたい母親、育児を

していたい母親、両方を無理せず維持したい母親、いろんなケースや家庭の背景があるのに、全員が崖っ

ぷちに立たされている現在、保育園を増やす以外にも広い視野で改善してほしいと思います。 

・南部地区に児童館がとにかく少ないので新設して下さい。（碑文谷） 

・一時保育がとにかく予約がとれません。枠を増やして下さい。 

まだ結婚、出産していないので、今目黒区でどんなサポートが行われているか正直言って詳しく知ってい

るわけではないです。都心ということもあり、子どもが外で遊べる場所（自然）が少ないかなと思うとき

があります。 

税制経済的支援の充実が最も重要だと強く感じます。 

私の母親はシングルマザーでずっと働いています。自分が小さい頃は忙しくても遅くまで残業ができない

ので、土日に休日出勤をして仕事をしていました。自分と弟が高校、大学の頃は、朝弁当と朝食夕食を作

って 7時過ぎに家を出て、毎日終電で帰ってきて、それから洗濯やら皿の後片づけをしていて大変そうだ

なぁと思っていました。今の政策は子どもを生ませることを最優先していますが、ワーキングマザーの為

の病児保育や時間外保育は充実してないと思います。現在空家になっている所も沢山あるし、子育ての終

わった方で保育士や看護士の資格のある方を雇用してサポート施設を作ればワーキングマザーも助かると

思います。 

保育園の充実 

結婚しても働くために、子どもを預けられる場所が充実すること。認可で安い所が。少子化対策として、

子どもを産む人、産んだ人に金銭的にやさしくなるよう、見直してほしい! 

税金の見直しが必要だと思う。学費ローン、税金、高い家賃で収入が無くなり、国民年金を免除して生活

をしています。将来に不安が募りますし、正規雇用になったからといって急に収入が増えるわけでもない

ので、結婚をしていいのか？という疑問が強くあり、踏み込めない原因でもあります。子どもも税金がか

かりますし、生活費もかかります。この現状で人口減少と言われても国民に対応できないことを理解して

頂きたいです。 

少子高齢化が深刻になっている現代において、結婚、出産に関して社会が理解を深めるべきです。具体的

には、育休から戻ってきやすい雇用環境を作ることが大切だと思います。 
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子育てをしながら、どこに暮らすかを考えるとき、経済的な支援があるかどうかは大きいと思います。区

立の幼稚園や保育園が近くなかったり、あっても入れないと経済的な負担が大きくなり、1人通わせるだ

けでも大変です。経済面で安定しているかどうかは、子育てする親の精神的な安心感にもつながると思い

ます。近くの保育施設に容易に通わせることができることや、保育料等の経済的な負担を心配しなくてい

いということで、子どもを産み育てることへの不安や子育てをしていく上での負担軽減になるのでは。子

育てに対して女性の保護ばかりが話題になりますが、子育ては母親だけではできません。核家族が多い

今、父親と母親の両方が働きやすい環境を整えることが必要だと考えます。既婚、未既、子の有り無しに

かかわらず誰もが暮らしやすい地域作りをお願いします。地域の交流が深まれば子ども達も安全に遊べる

と思います。一人で歩いても顔見知りの誰かが見かけたり、声をかけたり、誰かが見ている安心が必要。 

働きたいけど保育園に入れず、幼稚園に入った者です。働く人、働きたい人が安心して子どもを預けるこ

とのできる施設が充実していないと、子どもは増えないと思います。私も兄弟児が欲しいけど、経済的に

難しいので共働きをしないと考えられません。そのためには、求職中でも保育園に入れないと職探しすら

できません。幼稚園が 5時まで預かってくれても良いのにと思います。なぜ 5時まで預かってくれないの

でしょうか？せめて外部の人に場所を提供してくれたら、幼稚園で習い事を済ませることが可能になると

思います。英語、ピアノ、体操、その他色々な講師を呼んで 5時まで預かってくれると嬉しいです。難し

いことなのでしょうか？ 

適令期の男女が結婚にもっと積極的立ち向かう姿勢が見られない。女性の職場進出が多く、男性は草食系

が多くなり、だらしない。これからも少子化人口減少は限りなく続き、将来の日本は危ういでしょう。東

南アジア諸国から移民政策を取らざるを得ない。 

公立学校の先生への指導（教育の向上、いじめ問題への対応） 

出産人数に応じた税の軽減等。 

今、どんな制度があるのかを知らないので、もっと働く 20代前半の若い人たちにも届くようにしてもらい

たいです。 

ベビーカーを押して歩きやすい広い歩道。大きなショッピングモールができると良いと思います。ベービ

ーカーを押して、ゆっくり買い物が 1ヶ所のショッピングモールでできれば安全でもっと住みやすくなる

と思う。子育て支援については、昔よりもずっと良くなっているので、その情報をどうやって活かすかが

問題。 

・子育て支援策を図ること。例・区立保育園、区立児童館など目黒区立の施設を残すこと。 

・問 14にあるように、さらなる子育て支援事業を充実させること。 

・支援事業の充実を図るため、予算を縮減すべし。退職者およびボランティアを有効利用する。 

私達の時代は母親が子育てするのが普通でした。父親は外で家族のために一生懸命働く、それが常識でし

た。保育園その他保育に資金を使う分、その家庭に援助して、母親が充分子どもに愛情をそそぎ、子育て

できるようにしたほうが子どものためにも良いと思います。社会全体の支援の仕方がおかしいと思いま

す。母親がパートに出て子どもを保育に預けて働くのでなく、自分で子育てをし、大きくなっても立派な

人間になるよう育ててほしいです。 

・出産及び子育てに対する支援策の充実が必要 

・保育所の完備 

・経済的な必要性が生じる為、夫婦が安心して働けるような環境が急がれる。 
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女性より男性の方が賃金、給与、昇進面で一般的に優位であるし、かつ、男性は「家事労働は女性が負担

すべきこと」と無意識に促えるよう、幼少期から擦りこまれて育てられている人が大半である事実は否定

できない。そのような状況において、大学進学率が女性の方が高いのに、「仕事も家庭も両立して子ども

も 2人以上産んで育てるべき」というのは極めて現実的といえない。女性の家事労働を、家庭の内外で男

性に確実に負担させる環境スキームを地方自治体が真剣に考案しない限り、少子化は止まらないと考え

る。 

・区内全域禁煙、放置自転車撤去 

・自転車に乗る人のルールの守らせ方（例：スピードの出しすぎ、無灯火、放置） 

以前、納税のためにと街角（中目黒駅付近）で定規やティッシュなどの入った袋を配られていましたが、

これに費やせれた時間、労力、お金のことを考えるとその意味がよくわかりませんでした。そのような時

間、労力、お金を全てこちらに回して、現実問題暮らしやすい目黒区にしていただけたらと思います。よ

ろしくお願いし致します。 

これからも目黒区で暮らしていきたい、生活できるという安心感を与えてもらえればと願います。現状、

子どもを授かったとしたら、目黒区を出ていかなければ生きていけません。 

・保育園等々のサポートとして、子育て終わった人たちを活用すること。 

・共働きの人々のための子ども預かり場所の充実 

・児童館、区立保育園が近くにないと、育児中孤立しがちになるため、住区センターの活用や、私立保育

園との連携をして、孤立化を防いでほしい。 

・一時保育をもっと充実させ、拠点も増やしてほしい。 

・保育園待機児童対策に力を入れてほしい。 

出産後も働く女性が多いので、保育園増設などを行い、待機児童が一人でも多く解消できるといいと思い

ます。私の子どもは今年 5才になりますが、この 5年間知っている限りで乳幼児健康診査が少なくなった

と記憶しています。保育園で行っているぎょう虫検査も年 2回→1回になった気も・・・（記憶が間違え

ていたらすみません）。要するに、乳幼児（子ども）に対する区での施策が厚いと嬉しいです。インフル

エンザ（予防接種）の助成も世田谷区ではあったはずですので・・・ 

子ども食堂などコミュニティー作りが大切な時代になってきたのでは!子どもの貧困、一人暮らしのお年寄

りの孤独死等、地域で子どもの居場所を充実させることにより、色々な問題が解決すると思う。子どもの

虐待も情報交換する場があれば早期発覚し、防げるし、子ども食堂は是非実現して頂き、モデル地区とな

って欲しいです。切に願います。その際は、障害者も利用できるよう、考慮して下さい。安心して結婚、

出産、子育てできる地域になると思います。 

子どもの育て方について母親に教育する必要はあると思うが、これ以上の経済的支援は不要に思う。子ど

もを生むだけで自分で育児をしない母親が増えているのは、子どもにとっても不幸である。母親も子育て

による成長の大切さを理解できずにいる。また、多大な支援のおかげによって多くの夫婦が簡単に離婚し

やすくなっているのは、なげかわしい。本当に子どもにとって幸せな社会作りをしてください。でない

と、円満成熟した大人に育たないと思う。今の子ども達は親の愛情に飢えている。 

雨の日や暑すぎる日に遊べる場所が少ない。 
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結婚、子育て支援策には、国、都道府県、市区町村それぞれのレベルで得手不得手があるので、区として

は総花的な対策をとるのではなく、区として効果をあげやすい対策に注力してほしい。目黒区の実情はよ

く知らないが、保育園、保育サービスの確保は最優先だと思う。単に定員を増やすだけでなく、受入時期

を 4月の年度がわりに限定せず常時可能とする。二人目以降も受入を確実にするなど、きめ細かく対応し

てほしい。若い人の出会いの場を作るのもよいことと思う。ただし、あまり「婚活」の色合いを強めない

ほうがよい。かえって逆効果になりかねない。高齢者対策はもうこれ以上増やさなくていいから、少しで

も若い人向けに税源を振り向けてほしい。 

待機児童を減らす。 

現在、持ち家（分譲マンション）ですが、購入後に 2人の子どもを授かったこともあり、住居の広さの問

題が近いうちに必ず問題になると思っています。今の住まいの住環境は非常に良いので、又、子どもたち

にも、生まれ育った場所としての愛着があり、住み換えも近所にしたいと思います。ですが、区境に住ん

でいる為（目黒区に限定すると）住み換えはとても厳しい状況です。他にも、目黒区は他区にも開かれた

子育て支援を行っていますが、一方、世田谷や渋谷は閉鎖的で、目黒区民は受け入れて頂けません。区境

に住んでいるとそうした点が不便なので、他区への働きかけを是非お願いしたいと思います。 

公立の幼稚園、保育園が必要。 

小学校のように保育園に入れるようになるとよいと思います。 

まず、出産できる産院、病院が少なくなっていると思う。安心して結婚、出産できるよう、最初の環境の

充実が大切だと思う。 

保育施設、サービスの充実 

生活の基盤である仕事の安定や、子育てへの理解ある環境があって欲しいと思います。現状、フルタイム

（正社員）で働きながら子育てをするというのは保育所だけでなく周囲のサポート無しには両立は難しい

と思います。共働きの場合、仕事は休めないし、子どもが熱を出したときなど迎えに行く人がいない場合

もあると思います。結局、パートタイムや専業主婦（夫）など時間に都合のつく仕事を選ばざるを得なく

なり、経済的にも不安を抱え、もっと子どもを産みたいとは思えません。働く職場が具体的に子育てへの

理解を持てるようにして欲しいです。 

不妊治療のできる医療施設の充実や、不妊治療に対する医療控除の充実の整備を進めて頂きたいです。 

子育て世代、支援は大学生の家庭にも当てはめて欲しい。 

子どもにかかる教育費が大きいことが問題点 

こんなアンケートに時間と金を使う気があるのなら、借金苦という区の健全化が先。今の庁舎を売り、統

廃合を進めている中学校等を利用した庁舎にし、浮いた費用で子育て支援をしろ。目黒区の庁舎は、区の

力に合っていない。もっと無駄を省き、スリム化な人員の配転が望ましい。今の収支状況ではさほどの効

果は期待できない。 

4年ほど暮らしておりますが、とても良い所だと思います。できればずっと住みたいです。次女が中央中

でお世話になりました。施設の充実さ、先生方のご指導の素晴らしさ、区立とは思えないほどでした。と

ても良かったです。ありがとうございました。 

広めのゆったりした生活ができるような、安く借りることができるマンションを多く建てる。 
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目黒区には、いわゆる 1次取得者/中間所得者向けの 90m²以上のマンション供給数が少ない。子ども 2～3

人を育てることを前提に一定の面積を持つマンションへの入居を検討できると良い。そのためには、学区

内に新築予定のマンションには最低でも 90m²以上の部屋をファミリー向けに紹介できるとよい。 

妻の出産後の数か月、ファミリーサポート事業で家事補助を利用させていただき、大変助かりました。あ

りがとうございました。息子は区内の保育園に登園できていますが、周囲には、出産後子どもを保育園に

入れることができるか不安に思っている妊婦さんが複数います。私もそうでしたし、子どもを持つまでは

気づきませんでしたが、ある意味異常な状況と思います。保育士の確保等の課題もあると推測しますが、

子育て支援の充実は今後ともお願いしたいです。ごく具体的な提案を一つ。大橋の 246の北側から、大橋

バス停（中目黒方面行き）への徒歩、ベビーカーでのアクセスが非常に困難です。改善をお願いします。 

女性が出産後も安心して子どもを預けられ、職場に戻れるよう保育所を充実することが大事。経済的支援

などはナンセンス!! 

子どもと歩いて幼稚園に行く際、道にゴミがあふれている。ポイ捨てや嘔吐物が多々あり、下を見ながら

歩いています。子どもは「ハワイの道はキレイなのにねー」と言いながら歩いています。これくらいのレ

ベルにできないものでしょうか？以前福岡に住んでいた時はゴミは夜に収集されていました。そうすると

朝の道路混雑も減るし、カラスの被害も減ると思います。 

給付金など経済支援（減税等も含む） 

経済的に共働きをする中、やはり子どもはたくさん欲しくても、実際子どもをどこに預けたらいいのか、

もう 10年ちょっと前でしたが悩みました。最近では実家に預けたりと色々な人がいますが、だれもが近く

に実家はありません。私の場合は実家は近くでしたが、父は心臓が悪く母はガンと宣告されたばかりで本

当に困りました。保育園には入れず無認可保育園に入れましたが、費用は高く大変でした。やはり、これ

からは共働き夫婦があたりまえの時代になると思うので、保育園の増設、又は小学校では 5時頃まで校庭

で遊んでいられるなど、なるべく家に子ども 1人でいることのないよう、何か考えていただけたらと思い

ます。学校側に負担をかけるのではなく、地域のシルバーさん・保護者などがボランティアとして一緒に

遊んでいければと思います。地域の方々のつながりも大事なことだと思います 

保育園が必要なのは、経済的な不足から共稼ぎになるのでは、私は考えます。夫の収入で生活できる、経

済でなくては満足した生活はできません。政治と行政は一体でなければならないと思います。 

支援は必要だが、バラまきは無駄になります。市民はさらに支援をとキリがないと思うし、女性に働けと

いうのも本末転倒だと思います。安心して主婦業ができるようお願いします 

男女ともにワークライフバランスの考え方が広まること。 

・若い人達が結婚後の生活で何を優先しているかを知ることで補助する方法がわかる。 

・情報を広範囲に知らせる（とかく、インターネットに掲載のみで安心しているものがあるようだ）。 

・幼児を連れている母親に声をかけると、案外いろいろ苦労していることを話す人もあり、短時間でも気

分転換になる様子。なので、知らない人でも見守っているという意識をお互いが持てると良い。 

保育園の拡充 

高齢者にとって、住みやすい区。住まいのこと、医療のこと、隣人等々対人関係に対しても助け合う形式

が欲しいと思います。せっかく、健康で年を重ねこの先も健康で生きるだけ生きたいから。 

子育てについては、いつでも不安なく子育てできる環境の充実が大切と思う。安心に預けられる、困った

ら頼れるところがある、人がいる、のびのび育つ子ども達が増えて欲しい。 
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保育所の充実 

子どもの一時預かりの施設などが手軽に利用できるような場所があれば、若い人達も安心して子育てでき

ると思います。友人などに預けるときは気も遣うし、お金も使います。何度も頼めないし、子どもがいる

ことを負担に思う方もいると思います。その結果、子どもを産まない約束で結婚する方もいるようです 

結婚が決まり、住む場所を決める際に、家賃は目黒区に住む以上ある程度補助が必要になると思う。又、

子育てに関しては、夫一人の収入で家族の生計全てをまかなえるのは、かなり厳しいことを考えると、共

働き夫婦へのサポートは絶対に必要。友人達の子ども世代が、今、出産し、奥さんが仕事に復帰する際、

保育所探しに困り、民間の高い保育料に困っている話を聞きます。少子化と言われて久しいので、何とか

地域、行政共に打開策を考えないと、ますます少子化が進むと思う。退職後は地域で何か役に立てたら

と、個人的には思っています。 

私の場合、出産（他県）直後に体力が非常に落ちてしまい、大変苦労いたしました。時々保健師さんにも

来ていただきましたが、一人で（パジャマで）いるところに体調を崩すと、授乳さえもやっとの思いで、

このままやっていけるのかと不安に陥りました（少々ノイローゼ気味だったかもしれません）。子どもが

集団生活をするまでの間が、一番苦労する期間だと思います。（体力があれば、問題ないかもしれませ

ん） 

・区民センター、プール屋外の施設が一般用と幼児用が別なので利用しにくい（兄弟が別になるため、親

がそれぞれに付くのが困難）。改修の際、流れるプール等も希望します。 

・保育園の増設を切に希望します。 

・区役所の駐車場の利用頻度は？来庁者は公共交通機関を利用すべき。 

・子どもの遊べる場所を増やして欲しい。庁舎は無駄に広い所がある。 

・公園で子どもを遊ばしていると、近隣住民がうるさい!!と怒鳴ってくる。指導を!! 

・結婚しない若者が多い。気軽に出会いの場をセッティングしては。 

・老人いこいの家時間内解放しているがもっと PRし、気軽に区民が利用できるように。 

ベビーカーを押しやすい、平らに舗装された道路、駅や公園に多目的トイレの設置 

・保育園の充実、少ないような気がします 

・少子化の為、2人以上の子どもを持つよう何らかのアピールをする（支援含む） 

・アパート、マンションも少し安くしてあげるとよい 

子どもが安心して遊ぶことのできる場所の充実だと思います。特に一人親世帯については、保育サービス

や学童保育などがある時間まで約束されていること。病児保育も充実すると良いと思います。 

TV の討論番組を視聴していて、あるいは新聞や雑誌の投書欄を閲覧して感じることは、今の若い人たち

は、地球の温暖化等の環境問題、エネルギー問題あるいは「いじめ」等先行きに対して何となく不安を感

じていて、果たしてこれから子どもたちが幸せになれるのだろうかといった不安を持っているように思い

ます。行政が人口ビジョンを策定して、結婚、出産、子育てに対して施策を講じて支援していくことは必

要なことではありますが、それと同時に今の若い人たちが不安を感じずに結婚、出産、子育てができるよ

うに不安を解消してあげることが何よりも必要なことではないかと考えます。これは国が取り組むべき課

題です。 
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子育て環境の充実（他区と比較して遅れているように思います）。高齢者でも余裕のある方、あるいは意

欲のある方々の協力など積極的に活用できるのでは。（親としては子育て経験者のサポートが有難い）高

齢者と子どもとの交流を望みます。 

まず、結婚とは、当事者どうしの共同生活が人生の送り方の基本で、それも後継者を創って人類の繁栄の

基本を実現することにより成立するというコンセプトを良く知らしめることが重要である。子どもなしの

結婚生活は、手間暇がかからないので楽しいと言っているヤングカップルが多い、そのような風潮では人

類は幸福になれない。 

子育てに支援が本当に必要なのは、0～6才の就学前であることは明らかです。まずは認可保育園に不安な

く、希望すれば入れる状況を整えてください。それが絶対に必要なことです。区に世帯収入を上げて欲し

い、就業環境を改善して欲しい、といったことは望んでも無理でしょう。それよりも、まずは身近な「保

育」を整えてください。お願いします。 

24 時間の保育所があると心強く思います。 

保育所をもっと多く早く作ってほしい。シングルマザー、シングルファーザーなどへの経済支援をもっと

考えてほしい。 

子どもの一時預かりがもっと気軽にできると助かる。子連れ優先車両とかあると助かる。 

子ども達が自由に安心して遊べる公園、大人が子どもの相手ができること。 

母子、父子家庭の経済状況をもっと調べるべき、補助を受けすぎだと思われる。 

若い人が、一番住みにくいのは家賃が高いことだと思う、ファミリーで住めない住宅事情。 

目黒区を含め、都内の少子化問題は深刻化しているという。幼稚園、小・中学校の統廃合が進み、空洞化

現象は止まらない。子どもが結婚して目黒区内で家庭をもつ。あるいは住みやすい住居資源が活用され、

若い人が住み、活性化が図られるとよい。目黒区は幸い都心にあり、通勤・通学のアクセスもいいので人

気は高い。住居は高額となるが、若い人が住める公共住宅の提供など、行政ができることはやってもらい

たい。福祉や保育サービスなどは目黒区は充実していると思うので、住環境の整備も配慮いただきたい。 

登下校の見守り、あいさつなど。 

目黒区は安心して暮らしていける優良地域です。地域の見回り、清掃等何かしらのお手伝いをしながら、

長く住みたいと思っております。近所で小さいお子さんのいる家庭又は目黒区に預けて仕事をしている家

庭に支援することができれば、目黒区に居住を考えてもらえるのでは？目黒区は、こんなに住みやすいで

すと広報していただきたいです。 

人は決して満足しないが相対評価で優劣の境を感じることができれば満足する。いかに目黒区民の満足度

が高まるのか、しっかり分析し、実行してください。 

区の一時預かりサービスは大変ありがたいが、枠が少ないためほとんど利用できない。利用枠の拡大をお

願いしたい。 

自身、子どもがいないので具体的には、わからない。 

学童保育は、小学 6年生まで必要だと思います。親の就業中、安心して子どもが過ごすことができる場所

をもっと増やして欲しいです。 

保育園の整備、0才からでも預けられるように。 

子どもは大切で素晴らしい宝物と思える世の中になるよう考えていける人を育てるのも大切と思います 
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生まれた時から目黒区に住んでいるので目黒が一番住みよい、特に中目黒が良い 

廃校した小・中学校の有効利用。保育園や老人施設などの活用によって、若い人達やお年寄りが目黒区に

住みやすくなると思います。 

・目黒区が、税金も含め、各家庭に負担が軽く、子育てするのにも環境を整えてくれれば「目黒に住んで

みたい…!」人口も増え、明るい前向きな町になるのでは…（良い意味でコミュニケーションが活気づく） 

・日本一優しい産婦人科を作ってほしい。 

・各部署に、専門知識のあるケアマネージャー的な人材支援が必要なのでは…。子育ても含め、1人で悩

みを抱え込む方々も多いのでは…。 

健保・税金が高すぎる!! 

とにかく保育施設を充実させていただきたいです。今のままでは働きたくても働くことができません。ど

の区に行っても同様のことで悩んでいる方はたくさんいると思いますが…でも本当に待機児童の数があま

りに多すぎます。区の児童館での取り組みにはとても助けていただいてます。仕事と子育てを両立できる

ようにしていただけたらと思います。 

アンケートは、若い方にお願いしてください、82才。子ども 3人いますが 3人とも目黒に住んでいます。 

子育て支援事業に関して無知であったため、現在行われている事業と重複しているかもれないが、出産、

子育てに関して親達が情報交換をする場・出産後も仕事に復帰できる環境作りが必要であると思う。 

子ども達が安心して暮らせるよう、犯罪や交通事故等をなくし、地域の皆で、子どもを守り育てていける

環境を望みます。 

・古くなった公共施設（図書館、児童館など）の改修をしていただければ自分も、子どもも利用しやすく

なると思います。今は、あまり清潔なイメージがないので。 

・結婚後も自身の両親と同居する場合、子育てと介護の両方が同時にのしかかってくることがあるかと思

います。なので、介護サポートの充実、高齢者が集える機会や場所の充実を進めていただければと思いま

す。 

十分な数の保育所（認可）が必要。保育費をもっと安く。あるいは、家賃に対する支援でも良い。何をす

るにしても金がかかりすぎる。 

・「子ども入居不可」の賃貸住宅が多かったので今月転居の予定。子どもを受け入れる（出産や妊娠をた

めらってしまったので）環境を民間と協力してほしい。長年目黒区に住んでいたので残念だった。 

・待機児童が多く、結婚を機に退職したので、待機児童減少の取り組みをもっとしてほしい。 

少子化問題、子育て支援の件で話題になるものの一つに待機児童の問題があるが、子どもを預かる場所、

時間が充実することが問題の真の解決になるとは私は考えない。親子が共に過ごせる時間を量、質共に充

実させることこそが大事であり、それが仕事と両立できるようにすることこそが真の子育て支援ではない

か。ただ闇雲に保育時間を延長したりすれば増々、親たちを仕事に縛りつけ、親子の時間は減り、そのこ

とが現在、そして将来の子育て、教育に悪影響を与えるのではないかと懸念している。 

数年前まで助成していた不妊治療の助成金を復活して欲しいです。 

安価な住宅（賃貸）提供 

①保育サービスの充実（夜間および休日も含む） 

②学童サービスの充実 
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③障害者の幼児・学童への支援、相談（子どもに障害があると、母親が働き続けることはさらに難しい） 

どんなサービスや支援をしたとしても、母親が一人で育児も仕事もこなして子育てすることは大変なので

す。父親が育児参加しやすいようなしくみを自治体はもちろんのこと、企業側も国も一緒に作っていかな

い限り、子育て環境は改善しないと思います。 

・今後退職して自由な時間がもてるので、協力できることもあると思う。 

・区民への広報、呼びかけをしてください。 

結婚後も暮らしやすい環境を考えるのであれば、老後も生活をしていきたいと思えないと、ずっと住み続

けようとは思わないと思う。健康上で不安を感じている方や、けがなどで身体障害者にはなれない程度で

身体に不自由を感じている方も多いと思います。年令によっては介護保険も使えない方も多いと思いま

す。そちらの方々の援助を考えたり、老後安心して生活できる援助などを考えていけば、自然と暮らしや

すい環境になっていくのではないでしょうか。安定した雇用も大変重要だと思う。 

どんな環境にあっても安心して、結婚、出産できるサポートとその PR。（知らない、知らせないとせっか

くの企画も困っている人を助けられない…。） 

・学童保育の充実（小学校での保育等） 

・予防接種の補助（インフルエンザ等）・英語教育の充実 

学校、警察、区役所内の各部署、医療機関、保健所等各行政機関との生きた情報交換、情報の共有、課題

の解決に向けた有機的な連携を推進してください（日本の最も弱いところ）。 

幼い子どもをお持ちで共働きのご家庭が多いというが、保育園になかなか入れないと聞きます。保育サー

ビスは重要だと思います。経済的安定がないと子育ては難しいと思うので、雇用対策の充実を望みます。 

私立へ進学せずとも公立（特に中学）で多様かつ充実した学校生活を送ることができることを望みます。

もっと言えば、所得を気にせず子どもに教育を受けさせられる環境が必要だと思います。いろいろ課題は

ありますが、部活動の外部コーチのように進学塾の講師の先生を小・中学校に呼んでの補講なども実現で

きれば良いと思います。今の先生方に知育・体育・徳育の全ての指導を託すのは負担が大き過ぎると思わ

れます。 

希望すれば誰でも保育園に入れるように保育園を充実させてほしい。 

区立の小学校中学校の老朽化した校舎の建て替えを希望。区立の小学校中学校の教育レベルが個々人で違

うのは理解できるが、できない子への指導・できる子への更なる高レベルの指導をしてほしい。目黒区に

は私立の小・中学校への進学者が多いので、私立に進学しなくても将来しっかりと成長していける環境の

整備。少し大げさですが、ブランド力が区立学校にもあればいいのではないかとも考えます。そうすれば

経済的負担増の不安が減少し、子どもが増えていくのではないかと考えます。 

19 才の息子を無認可保育所に通わせていた頃、区役所との座談会のようなものに参加した。「保育所を多

く作っても、将来無駄にしてしまいかねない。だから、簡単には新設できない」との回答だった。十数年

たって、若いママさんから預け先がなくて困っている、との話を聞く。保育所不足によって正社員が泣く

泣く離職するような世の中では何の希望も持てない。 

目黒区に住んで生活していくには、それなりの経済力が必要であり、そうなると共働きが必須となり…保

育園や学童クラブ等、子育て面でのサポートが整っていないと困ると思う。0才児の受け入れや、病気の
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時のサポート保育（学齢児も対象）など、若いお母さん、お父さんが安心して仕事と育児をしていける環

境が充実していくとよいと思う。 

保育園（公立、区立）の充実（安全面、職員の意識など）と拡大。共稼ぎ世帯が当然の世の中です。園数

を増やすことも。旧四中の跡地に保育園、高齢者向けの施設、児童館の建設とかどうですか!？ 

私が子育てしていた頃から、不妊治療をしている方が、多くいらっしゃいました。1人目、2人目と高額の

治療費を負担されていました。保険で治療できるようになると、もっと出生率が上がると思うのですが。

また、他区に比べ子ども（15才以下）の医療費の負担など、目黒区は住民サービスが悪いなぁと、思って

おりました。 

教育費や住宅費が東京都市部では高額となるので、住民税の低減や養育費サポート等、経済的支援の拡充

を願いしたいです。目黒区は良いブランドイメージあり、住みたいけど住むには高い場所だと思います。

従い、インパクトある金額での経済的サポートが肝要だと考えます。ありがたいです。 

子育てしやすい環境を作るには、子どもがいる、いないに係わらず、専業主婦だけでなく、共働きの結婚

している世帯へも税制優遇処置が必要だと思う。子どもがいない共働き世帯の不公平感を減らせば、もっ

と女性が働きやすくなり結婚するメリットもできる。待機児童を減らす策として、人口も減り介護老人が

増えつつあるので、老人ホームと保育園及び小学校を同じ場所に作る。年上、年下に対する接し方を学ぶ

環境も必要だと考える。老人も子どもに接すると元気になる。核家族化が進んだ弊害。子どもが社会性を

身につけるにはよいと考える。 

他の区と違い目黒区は、こんなサービスがあることもっと若い人にもアピールしたほうがいいのでは？ 

まずはどのような制度、補助、サービスがあるのかを知ってもらうことが大事だと思う。子どもを産んで

ほしいという流れの割に、現状は 1人がやっとの経済状況・・・働けばよいが預かってくれる所がない。

質が下がるのは困るが待機児童という問題を何とかして欲しい。家賃が家計を圧迫して 2人目は難しい

為、家賃補助があると助かる。区営・都営住宅も我が家には高い。 

結婚、子育ては甘くはないので自覚、自信と責任を持ってしてほしいです。 

共働き世代となり、働く主婦が、子どもたちを安心して頂けることができる施設の充実と、子どもたちの

安全を見守る社会が、できあがることを願っています。 

ご存知かと思いますが、出産後に育児のしにくさから、区外へ転居するという方が後を断たない状況で

す。私の知人でも、どれ程の人が転居したいと考えているか計り知れません。原因はもちろん保育施設が

明らかに不足している為です。我が家も待機児童ですが、全く希望が見えず、母親の退職が身近に迫って

います。このままでは、老人ばかりが多い区になることは明らかです。のんびり考えれば考えるほど、若

者は区から出ていくばかりです。これ以上、がっかりさせないでください。再び、住みたい街上位にラン

クインできるよう、お金の使い道、優先順位を良く考えてください。また保育園入園に際して自営業が優

先順位を下げられるのが理解しかねます。バカにしています。保育をしながら働ける人もいるかもしれま

せんが、そんな優雅な暮らしをしているセレブに照準をあてないで。苦しい人ばかりです。目黒の商店街

をシャッターばかりにする気ですか？プレミアム商品券が聞いて呆れます。 

近年、区立中学が少子化の影響もあり併合され、通学距離や色々な問題で私立に進むなどの問題も生じて

いる。一方、待機児童の問題は都内でも最悪の環境であり、老人も多く、老人施設も不足の傾向にある。

併合した中学校の跡地も有益に使用されているかというと、予算の面もあるとは思うが疑わしい。中学同
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士を併合するのではなく、保育施設、老人施設、中学校の併合施設を設けてはどうか？もともと中学は区

内に散在しており、それが複合施設で活用できれば区民は便利であり、万が一、地震等の天災が発生した

場合、中学生は地元在住であり多大な手となり有益である。 

私は究極＜生きることの素晴らしさ＞を感じ信じることができなければ、結婚や出産が増加することはな

いと思います。＜この世界、人間ってすてたものではない＞と心より考え、信じられることだと思いま

す。お金を出す、施設を充実させるというのは、きっかけにはなりますが、きっかけのみです。政治、行

政、文化が指しているものは≪人間は素晴らしい≫というものではないと思います。そんな中では誰も、

結婚→出産の道を選ぶことには二の足を踏むのだと思います。 

公園が少ない。子ども連れで歩く道が狭い。 

今回はこのようなアンケート実施をありがとうございます。近年、私の周りでも子育てを行っている人が

多く、目黒区への意見を聞く機会も増えています。その中でも多いのが保育園・幼稚園の少ないこと。待

機児童も多いと伺っております。しかし、その一方で区立の保育園・幼稚園を閉園したり、そこにあてる

経費を減らしているということも聞いています。需要があるにも関わらず、なぜそういったことができる

のか信じられません。点数についても、少しわかりにくく、点数が足りなくても、どうしてもこどもを預

けたい家庭もあり、そういったケースへの対応も考えていってほしいと思います。また、支援のサービス

を今回初めて知りました。いいものだと思うので、もっと広報していくべきではないでしょうか？子育

て、出産はもちろん福祉に力を入れていくことで、より区が活気づくと考えます。今後とも、よろしくお

願いいたします。 

共働き夫婦でも区の保育園に預けられず、悪戦苦闘の子育てを強いられている現状に対して、限られた予

算で対応するには前例はなくとも思い切った子育て支援の仕組みを構築せねばならないはずです。生きが

いを求めていらっしゃる「経験豊かなお年寄の力」と少子化により身近で子育てを体験する機会が減って

しまっている「年少者の力」を上手く活用することでピンチをチャンスに変えることはできないでしょう

か。「子どもが子どもを育てる制度」と言えば責任の所在に難ありとされてしまうかもしれませんが、お

年寄の監督激励の下で子どもが子どもを面倒見る仕組みを実現できれば良いのではないかと考えます。 

区が区民の出産情報を得たら、区側から積極的に子育て支援情報を提供し、簡単な手続きで支援申請がで

きるよう、環境整備して欲しい。 

家賃の相場が高い。子どものスポーツクラブの充実。 

保育園を容易に利用できる環境を整えてほしい。経済的支援もあればなお良い 

家電や洋服、パンが買える店が身近に欲しいです。電車に乗らなくても歩いて生活用品が揃う街にはまだ

少し足りないです。 

どんな活動してるのかさっぱりわからない 

出産や就学（園）を期に目黒区へ移転したくなるような、他区にはないような特典がない。逆に区外へ出

ていくパターンを目の当たりにします。子育て世代には決して住み易い区とは言えない。区の保障、支

援、サービスを手厚いものにすることと、学校教育のレベル、質を相当上げるべきではないかと感じる。

特に学力の向上を目指すような教育のあり方を区として進めるなど、目黒で育つ、学ぶということが恵ま

れていると実感できるようになると区の個性としても良い。たくさん良い人間が育つ区になって欲しい。 
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現在、十分な支援をしていただいていると思いますが、目黒区内においても、やはり地域の格差が懸念さ

れます。このような意識調査はとても重要であると考えます。定期的に調査を実施し、意見を述べられる

機会を増やすことでサイレントマジョリティの声が聞けると思います。目黒区の子育て支援は充実してい

ると思いますので、より多くの方々に施策等を周知できるよう、情報の提供に重点を置くのも一案だと思

われます。引き続き住民のためのご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

保育園や幼稚園などの整備をお願いいたします。区域外（都外）から転居してきた人にとっては、働き続

けることが困難です。 

・保育所の待機児童が出ないようにしてほしい。 

・小学校の学童も 3年→6年までにし、学校内に設置してほしい。 

・ある程度収入のある家庭でも、区の住宅を利用させてもらいたい。家賃や住宅ローンなどで 2人目の子

どもをあきらめている家が多い。小学生以上になると習い事や塾の費用もかなり負担になってます。 

・保育園の数が増えてほしい。 

・子どもを産む女性に対する支援がもっとあれば嬉しい。 

・子どもがいる家庭への支援があっても良いのではないかと思う。 

区営住宅、都営住宅を増やして欲しい。 

土日も役所の窓口を開けていただく、もしくは、平日の開設時間を長くしていただきたいです。 

このアンケートで出産子育てに関する支援の質問は、非常に答えにくい。私はすでに子育てを終えている

が、支援を受けなければ子育てができない人が増えているのでしょうか。現在は支援を受けることが"あた

りまえ"になっていて、当然の権利と思っている人が多いのではないでしょうか。"公"に期待する、また"

公"が何もしてくれないからでは、・・・。子どもの教育は親としてどんな人間に育てるかが一番の責務で

あると考えます。ですから暮らしやすい目黒区を目指すとするならば、まずは静かな環境作りです。人を

集めればそれが区の発展となると思っている行政には反対します。落ちついて考えられる人間作りの為に

親がしっかりと子どもと付き合える為の住環境を整えてあげることだと思います。共働きでなくとも生活

ができる為に。子どもを立派に育て上げたいと思う気持ち以上に自由の身が良いと考える女性が多くなっ

ている現実、男性も女性もまずはそこを解決しないことには！！ 

とにかく経済的な支援が必要。このようなアンケートに税金を使うのはどうかと思う。 

ひとり親や独り住まいの生活困窮者を見つけ出すには（昔は活躍されていた民生委員）地域の助け合いと

いいましても目が届きません。民生委員の御活躍をお願いいたします。 

子ども医療費助成は大変ありがたく助かっています。ぜひこのまま続けてください。国の税制が厳しくな

るので（消費税など、）子育てには直接影響する為、金銭的助成を増やして頂きたいと思います。又、目

黒区教育委員会から日々送られてくる不審者情報はありがたくもあり、不安も感じます。防犯カメラ設置

の増設や地域の見守りなどを強化。 
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住宅地における小規模保育園等の近隣への迷惑行為について、「ある日、突然家の隣に保育園ができた。

事前に何の相談もなく。やがて、私道は子どもの遊び場に、送り迎えの親のおしゃべりの場に。騒音でい

たたまれないが保育士もいっしょになって大声で笑っている。」・・・こんな状況が閑静な住宅地に次々

と生まれてきている。大きなトラブルになる前に区は（認可前、そして定期的に）周辺住民に対する心づ

かいを保育園運営者に喚起すべきである。これが解決されない限り、地域全体で育児中の親を支えていこ

うとする気運は生まれないばかりか、行政も苦情処理に追われる日々が予想される。（結論）近隣に配慮

した保育園のガイドラインを早急に提示すべきである。 

自分の子育てしている時になかったもの。揺れるベッド、とても良く寝てくれます。リースがあると便

利。お風呂は台所で入浴。ダイニングテーブルでお着換え。親の腰が楽。哺乳びん電子レンジで消毒。CD

を頂いた。良く寝てくれます。おもちゃの種類が昔と違うのでいっぱい教えて欲しいです。雨が降ると乾

燥機を使うので電気代が悩みです。100円ショップありがたいです。赤ちゃんタオル、洗面器、おもち

ゃ、母乳授乳用 Tシャツ洋服。バギーを乗せて安心に歩ける道がありがたいです。乗り物、バス・電車の

乗り換えはやはり大変です。 

子どもがいる場合は、自分の将来よりもまず子どもをきちんと生活させることが第一となります。それが

落ち着いたら自分について考えられるのかもしれません。 

出産直後、幼児までの間のサービスについては調べればいろいろあり、自治体の取り組みを感じるが、小

学生以上になると物足りないように思う 学童のきまりも習い事の制約の必要があったり公園もボールや

自転車禁止が多く、子どもが思いきり遊べないようになっていると思う。 

・同じマンション内で、小さな 0～3才くらいのお子さんのいるご家庭同士で集まって茶会などができるよ

うなきっかけづくり 呼びかけ・セッティング 知らない人同士でやるのはよほどのエネルギーが必要。 

・「地域にいる子どもをみんなで育てていこう」ということが、子育て世代にもそうでない方にも共通理

解できていると「迷惑をかけているのでは？」と不安を感じすぎずに住む。一部の理解しがたい行動をと

る人のために、より一層気を遣っている人がたくさんいます。 

他区にくらべると目黒区は財政難とはいえ、もう少し広く浅く色々な街に税金を使って頂きたいと思いま

す！ 

暮らしやすい環境の整備は大切ですが、最近はあまりにも身勝手な若い親が多いように思います。混んで

いる電車やバスの中ではベビーカーをたたむ等、マナーの徹底も必要だと思います。多少の不自由さが思

いやりにつながるのでは？ 

産後 1ヵ月利用できるファミリーサポートを申し込んだが、スタッフ不足で結局数回しか利用できなかっ

た。その場合、利用期間の延長ができると助かる。一時預かりをしている保育園（目黒区認定保育園）で

１日２人等、利用できる人数が少なすぎる。さらに、とある保育園で、週２回申し込むと、「他にも利用

したい人が沢山いるので、遠慮して欲しい」と言われたのが残念でした。以前港区に住んでいた時は、区

立の一時保育施設が充実していた。目黒区にも同様の施設があるとありがたいです。 
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経済面や生活の援助。 

手当て補助希望。 

例えばですが、赤ちゃんや赤ちゃん連れへの温かい態度を啓発する活動が必要だと思います。赤ちゃん連

れに冷たい人や迷惑そうにしている人をよく目にします。残念なことですが。 

最近では、夜泣きなど、赤ちゃんの泣き声を気にして、子育て世帯の多い地域へ引っ越す人もいるので、

まずは周囲の意識を変える必要があるのではないのかなと常々思っています。 

柔軟な保育サービス。 

出産するにあたり補助金などの制度があまりよく分かっていないので、安心して産める状況かどうか、も

っと積極的に発信してもらいたい。 

目黒区は財政難とよく聞くので、少々不安です。 

母親が育児に専念できる環境作り。 

全てはお金。本当に支援したいのなら、金銭面のサポートが一番重要。 

何かを行いたいと思うなら情報発信方法を変えないと。区役所にわざわざ出向くなら誰も頼らない。使用

者の目線に立って欲しい。 

認可保育園をもっと増やしてほしい。区立保育園が民営化されることにより、保育の質が落ちているとい

う話も耳にしている。目黒区が認可保育園の待機児童がワースト 1になってしまっていることは区のブラ

ンド力にも何かしら影響があると思われる。 

共働きの夫婦が増えているにも関わらず、育休からいざ復帰しようとすると保育園に入れないという状況

になるのは経済的にも厳しい。もっと子育てしながら働きやすい支援を拡充していってほしい。 

子どもを預ける施設が足りないので、もっと増やすべき。 

区内でいろんな人と交流しやすいような企画を増やして欲しい。特に１人暮らしをしていて近所付き合い

のきっかけが全くない。被災したときに１人暮らしで誰とも交流がない人は、助けてくれないかも。 

住居などの金銭的な援助が必要な気がする。 

住民税の減税をお願いします。 

区営・都営住宅の増設。各種手当の支給。 

出産の前に、出会いがなくて困ってます。35歳超えると、全くないです。 

家賃、住宅ローンの援助。ファミリー向けの物件を増やす。子ども手当ての増額、延長。保育園など、子

どもも預かる施設の拡大、充実。私立幼稚園補助金の増額。病院施設などのサービスの充実（熊本の福田

産婦人科を参考に）。ベビーカーに優しい、施設や街づくり。 

保育園をもっと増やしてほしい。 

税金が高いのでなんとかして欲しい。 

子育ても大事ですが、老親を抱えていると自分のことはどうしても後回しにしなければならないと思いま

す。年を取っても、安心して暮らせることは結婚と無縁ではないと思います。 
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子育てをしていても仕事に出やすいように、家事代行やシッター制度を充実すべき。ただ、なるべく面倒

な手続きと経済的負担がないようにしなければ利用もしないと思うので、ＰＲや広告にお金はかけず口コ

ミで拡がる努力を。 

現在目黒区に在住しており、学童保育や子どものための環境整備などが充実していると思う。 

もう少し広い公園など遊べる場があると良いかなとも思うが、基本的に子どもが住みやすいと思う。 

・一時預かりをもっと増やして欲しい 

2人目妊娠で一番辛かったのは、家庭内で上の子の面倒を見なければいけないこと。保育園に行っていな

い、一時保育は枠が少なくこちらの都合に合わせてとることができない。つわりが酷いときや臨月の時で

も子どもの外遊びに付き合うことになり大変だった。 

産後の今も、2歳児をずっと家に閉じ込めるわけにいかず、下の子は生後１ヶ月から児童館に一緒に連れ

て行っている。働く母親の「２人目の壁」が取りざたされることが多いが、専業主婦にも壁がある。 

とにかく、もっともっと一時預かりを増やして欲しい。 

・産前産後サポートの条件を広げてほしい 

産前産後サポートで一番使いたかったのは「産後、私が入院している時の夫と第一子の生活フォロー」だ

ったけど、当事者の母親がいないと使えないと言われた。また、私自身が退院した後では、家事よりも上

の子の相手をしてほしかったが、それも違う（生れた子のケアが対象）と言われた。家事のお願いを指示

するのって案外難しいし、私は苦手なので、結局無料期間分も１度も使えず。残念でした。 

暮らしやすいまちだと思う。公園や緑道が死角になっている箇所を減らしてほしい。 

目黒区長さんも頑張って長い間区長をしてくださっていますが、しいて意見として、児童手当を考えて欲

しいです。 

仕事と子育ての両立のための支援。 

保育園の充実。 

幼稚園の数を増やして欲しい。 

以前は閑静な街だったが、ここ２，３年で急に騒がしくなってきている。深夜まで道路上で子どもの声が

することもある。時節がら、すぐに「声かけ事案」化しそうで、他人だと子どもを注意しにくいが、親自

身は全く問題と感じておらず注意しない。子どものやることならば何でも許すという風潮になるのは困

る。 

育児支援自体には賛成だが、子ども（その親も含む）への公共マナー教育も同時に行っていって欲しい。 

ずっと住んでいるが、知らないので何をしているのか伝わらない。 

余計なことに支出しないで、税金・公的負担金（健康保険料など）を少なくしてくれるだけでよい。 

雇用対策の充実。 

保育所がワーストと聞いていますが、新たに保育所を作る際は、近隣の理解が得られないと難しいと思い

ます。最近は電車の中でも、斜めにベビーカーを止めて場所を占領したり、子どもが大声を出してもまっ

たく叱らない、通勤時間帯の電車内で子どもに焼きそばを食べさせるなど非常識な親が増えています。

（すべて目黒線内で実際にいました）そういう親子を見ていると、子育てを支援したいという気持ちが持
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てません。一部の親の「子どもがいるんだから支援してもらって当たり前」というような態度のために、

本当に困っている方までそういう眼で見られることはあると思います。 

家賃が高いので、住居費手当があるととても助かります。 

相談しやすい窓口。 

なんでもいいけど、他区より秀でているもの、先駆けのものをやるべき。調査結果見て区横並び保とうと

するのなら、アンケート会社に依頼してまでやる意味ないのでは。独自に調査もできないですか？委託金

はいくらですか？その分事業に回せるのでは？ 

待機児童を減らすための施策（認可保育園の増設）。出産費用の一部援助（港区並み）。乳幼児連れでも

訪れやすい環境の喫茶店やカフェ（騒がしくなっても気兼ねする必要の無い場所）設置への支援。 

結婚後に病気などの理由で長期に会社を休むことになった場合に、生活支援してくれる制度があったら活

用してみたい。 

子どもの教育に関する経済的な補助や、公的な教育内容の充実を図ってほしい。 

なぜ品川区と格差ができたか、よく考えるべき。 

今の時代、経済的に専業主婦ができる家庭は限られており、仕事と子育てを両立できる環境の整備が必要

だと思う。費用が安い、子どもが熱を出したときにも預かってくれる保育所は絶対必要だと思う。 

また、学校での PTA活動なども共働きの親にとってはかなり負担だと思う。今の時代、本当に必要なのか

検証し、学校職員を増やすなどしてなくしていった方が良いと思う。 

まずは、父親の育児に参加する気持ちを変えていく何かをするべき。それから、フルタイムではなく短い

時間、少ない日数（週２，３回、一日４～５時間）で働ける場所とその時間預けられる場所を確保する。

（子どもを預けっぱなしにして働くのには抵抗があるが、週２、３回の数時間だけ働けるなら、子どもの

社会性を養う意味でも、家庭の経済効果を上げる意味でも主婦としてはやる気のある働き方となる） 

安全で安心して住める街づくりをお願いします 

小中学校の設備を充実させて、学びやすい環境を整備する。例えば、黒板に代わるアクティブボードなど

の導入、教師への学習指導の負担軽減を図り、将来を見据えた学習法を取り入れる。 

現状の社会構造では、雇用条件から共働きや過度な残業、副業を選択せざるを得ない家庭が多いと思われ

るため、まずは公的機関による認可の下りた託児施設の充実、柔軟な受け入れが先決だと思う。 

また、目黒区内での育児マナーの低下を強く感じるが、それにより育児に対する理解や熱意が低下するこ

とにも危機感を感じる。昨今の、主に若者による治安の悪化（夜間に大騒ぎをしているなど）と相まっ

て、子育てがしにくい区になってしまわないよう、子どものいる家庭の意識向上も求めたい。 

また、現在集合住宅に住んでいるが、DVの可能性のある大声がよく聞こえる。匿名性を保ったままの通報

などができると、子どもを守る機会に繋がると思う。 

保育園が少ない。 

保育所を増やしてほしい。 

保育サービスの充実。 

保育施設の充実や、地域のサポートがあると良いと思います。 
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まずは待機児童をなくすこと。 

まだ深く考えていない為、意見は言えないが、区が考えた意見を区民に対してどう思うのか聞いてみる機

会があっても良いと思う。 

目黒区は子育て支援やひとり親の支援は充実していると思う。ある一定のお給料をもらっている我が家は

税金も高いし、援助も少ししかなくてとても大変です。援助は低所得者だけではなく平等にして欲しい。 

住みやすく子育てしやすい街に。 

結婚後の対策も必要だとは思うが、結婚した人だけが受けられるサービスが充実しすぎると、そうでない

人との間に格差ができると思うので、誰でもが暮らしやすくなるように整備してほしい。例えば役所関係

の営業時間延長など。 

あくまで個人的な事情だが、今の一番負担に感じるているのは祖母の介護。この辺がクリアになればもっ

と子育ても楽になる。 

出産後も働き続けたいので保育サービスの充実はお願いしたい。 

交通量が多い場所での歩道などの整備。 

保育園・学童クラブの時間延長の拡大。 

経済的支援を希望。 

時短勤務、時差勤務を取り入れている企業に対して資金援助をするか、社会的地位を向上させる取組みを

行う。時短、時差勤務は現実では既存社員の負担が増え歓迎されない。その分の補填人員を配置できるよ

うな支援、もしくは、時短、時差勤務をすることで企業にメリットがないと、取り入れていても利用され

にくい。 

１人親なので、進学時の高額な出費についてのみ不安を感じている。 

周囲に危害を与える家庭を入れないでほしい。 

私は目黒区で難病患者の支援金をいただいています。独身の頃から目黒区に住んでいて、難病患者への待

遇等、とても住みやすかったので、結婚後も配偶者に目黒区で住みたい旨を伝えて引き続き区民でいま

す。難病患者ですが、出産ができない病気ではないので、ぜひ、そのような人間も体調に気を遣いながら

育児できる区にしてください。よろしくお願いします。 

生活にあまりお金がかからず、子育てに余裕が持てる生活を送りたい。 

現在の仕事、職場の環境では子育ては難しく、目黒区に住みながら、子育てするには家賃を含め、経済的

に難しいと思う。お金の部分と預かりのバランスが取れている地域の支援があればいいと思う。 

待機児童を早急に減らす対策を望む。 

とても住みやすく、安全な街だと思います。乳幼児の支援も必要だと思いますが…我が家は中学生になっ

た息子がおり、せめて義務教育間だけでも医療費が無料になると安心して勉学や、部活に励めるかと思い

ます。お父さんも、働き盛りでありながら、雇用の不安や、健康面の不安も沢山あり、まだまだ経済的に

かかるからです。 

保育園や延長保育のある施設を増やしてもらえるか、預ける場所がなく仕方なく仕事をやめる家への経済

的支援。 
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各種手当の給付や、税負担の軽減措置を、重点的に実施する。 

託児所の増設。 

住居費用などの補助や経済的な支援があれば、区内での出産や育児がしやすくなると思う。 

経済的負担の軽減。 

保育所をもっと増やしたほうが良いと思います。 

税金高過ぎ。 

入園待機児童の問題に悩まされた経験がある。 

何を意見・提案しても、言い換えれば、子育て世代は経済的な支援の希望にたどりつくだけと思います。 

今は目黒区ですが子育てするなら目黒区からは出ると思います。 

金銭面の支援を増やしてほしい。 

出産後はバタバタするので、産後サポートの預かりシステムの方法がもう少し簡略化され、預けやすい状

況ができたらかなり助かると思う。預けたくても、予約がかなり前もってしなければならなかったり、電

話してもすぐうまったりとうまく使えなくて、体調がすぐれなくても頼れなかったから。 

第一子出生時、第二子出生時などに、一時金の支給。何歳までは医療費無料もしくは何割引など。 

高齢での妊活支援。 

社会復帰への手助け 

不妊治療の費用の負担が無いので負担補助の制度が欲しい。 

また、子育てを今後していくなかで、夜の安全が（風俗的に）良くない場所が駅前にあるので改善して欲

しい。 

他の区に比べ明らかな利点がある子育て支援をお願い致します。 

高齢者福祉費用を削り財源を確保し出産、子育て支援に大胆に回す。目黒区の高齢者は相当資産があるの

で大丈夫。 

経済支援が隣区に比べてもない。 

保育施設の拡充。 

保育園 学童クラブを増やす。 

保育園だけでなく、小学校になってからの学童保育なども充実させていってほしい。 

もっとファミリー向けの施設などがあればいいと思う。 

結婚出産云々より、税金を安くしてほしい。子育て世帯だけが何かと優遇され、独身世帯に何もないのは

不公平である。自分で選択して進んだ人生なのだから、子育て世帯だけが苦しいわけではないであろう。

一人で生活している者の気持ちも考えてもらいたい。 

・未婚の人には、「出会いの場」や「機会」を提供。 

・既婚者（子育て中の方）には、「区全体での子育て」や「見守り出来る場所」や「機会」を提供。堅苦

しくない、でも安心して気軽に参加出来るようなイベントがあるとよいなと思う。 
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急に残業が発生した時のために柔軟に対応してくれる預かり所があればいいと思う 

とにかく保育施設を充実させて欲しい。待機児童問題がひどすぎて、引っ越ししようかと思っている。 

税金を安くしてほしい。 

延長保育のサービス拡大。土日、祝日の一時預かりなど。 

一時預かり施設や送迎サービスを充実させてほしい。 

保育園、幼稚園双方の充実。区立幼稚園が子ども園に移行していって、本来区立幼稚園に入れたかった

方々が入れなくなってきているので、定員を増やせるようにしてほしい。 

現在生活していく面では困っていることはありません。しかし、今後出産、育児と考えていくと、ある程

度裕福層が占める地域となると思うので、経済的に漠然とした不安を感じています。 

待機児童０。 

子どもを預けられなくて今現在も働きに出れてません。もう一人子どもを欲しいと思いますが、現実的に

夫婦共働きでないと経済的に厳しく、そのためには、やはり子どもを預ける場所が確保されてないと、産

みたいのに産もうと決心できない状況です。 

とにかく保育園に入れないとなにもできません。 

スーパーなど生活に必要な施設をもっと増やして欲しい。 

居住費が安くなること。 

幼稚園保育園の充実度。 

税金が高すぎる。 

現在子育てをしていて、子どもがいつも狭い場所にいると感じる（家、幼稚園、公園など）。何故、パー

シモンは無駄なオブジェなどだらけなのか、芝生を閉鎖して、子どもたちの貴重な遊び場を減らすのか。

児童館のような施設をもっと広く、充実したものにしていかないと、子どもはどんどんストレスをためて

いくと思う。公園は、ボール遊び禁止で、ゲーム機で遊んでいる。昔、教育の目黒といわれていた頃が懐

かしい。 

一時保育がもっと増えたらいいと思う。 

復帰する職場のある人が必ず子どもを預けることができる保育園があること。 

経済的支援の充実 

子どものいる世帯に対する経済的な優遇措置をとるべき。正常な年齢別人口構成の維持を心がけるべきで

ある。 

一時保育をいつでも気軽にとれたり、交通や買い物がスムーズにできる。学校制度の充実。魅力ある公立

学校を。 
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保育園、学童、ファミリーサポートセンター、住区主催子ども向け遠足、ひとり親家庭支援を利用させて

頂き、随分助かりました。でも、もうなくなってしまった事業もあります。残業時のヘルパー派遣もとて

も助かりました。支援を受けたのは、収入が低く子どもが小さい 2，3年のことでした。本当に困っている

人に届く支援をして頂きたいです。そのためにも手当を支給するよりは、子どもを預かるなど人的支援に

よりサポートしたほうが良いと思います。また、目黒区は区立小学校の学力は高水準なのに対して区立中

学校はかなり水準が落ちます。塾任せにしていると、経済力による学力格差が生まれます。もっとしっか

り指導して欲しいです。小学校や中学校から私学へ進学される家庭も多いので、地域のつながりが薄いと

感じます。区民みんなが地域に愛着を持てるようにすることが暮らしやすい環境づくりにもつながるので

はないでしょうか。 

とにかく保育園に入れて欲しい。目黒区の母親のほとんどは働いていて、保育園がなくて困っている。妊

娠中から探す人もいる。そこまでしなくても大丈夫なくらいの定員をいち早く確保して欲しい。 

この地域は、ひとり親、特に母だけというのは、かなり難しいように思えます。経済的に。 

公園の整備をしっかりしてほしい。ホームレスがいる公園では安心して子どもを遊ばせられない 

現在目黒区で暮らしており、地域的には非常に愛着がありますが、仕事をしながら今後子どもを持つ事を

考えるとこの地域では正直難しいと感じています。まず居住の為のお金がかなりかかりますし、加えて待

機児童の数も少なくありません。出産して仕事を一時やめても、再就職を支援する環境が整っていればま

ず悩まないのかもしれませんが、何としてでも今の仕事を守りながら出産を迎えとうと思うと「子育ての

資金は足りるか」「預けられるのか」その２つがどうしても頭をかすめてなかなか踏み切れません。 

学校を統合した後、旧校舎を利用し、勉強する空間の確保や保育場所の提供が欲しい。子どもが勉強でき

る場所や体を動かせる場所、子どもを預けて安心して働ける場所が少なすぎる。 

制度があっても、実際取得しにくい環境を改善できる環境の整備。 

公園の整備。歩道の確保。 

保育園への入園希望者が全員入園できるようになること。 

補助金。 

育児について具体的に行っているサービスの情報提供をもっとすべきと思います。 

子育て支援や相談の機会を積極的に設けてほしい。 

今の若い人が子どもを産みたがらないのは、夫婦二人で働かないと家計が維持できないにも関わらず、保

育施設不足のため、出産後に子ども預けて職場に復帰できる確約がない点にある。騒音等の問題で地元住

民の反対が一つの原因であるかと思われるが、強権的に設置を進めるなり、多少不便でも官舎・自衛隊駐

屯地といった付近の住民の抵抗が難しい地域を選んで積極的に保育所の設置を進めるべきである。 
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目黒区は他の区に比べて補助金の額（幼稚園等）が少ないと思います。不妊治療の助成金もないですし、

金銭面のサポートが少ないなと日々感じております。私は子どもを産んだなら、ある程度まで自分で育て

るのが当たり前という古い考えの 31 歳です。最近は共働きが増え保育園が無い無いと騒いでいますが、そ

の前に必ず預けなければいけないのかという事を考えてほしいなと。家庭の収入の関係で本当に必要な人

も多くいると思います。でも女性の働きたい気持ちを優先し、本当はママと一緒にいたい時期の子を預け

るのはどうなのかなと。それよりも、金銭的な問題で不妊治療もできず子どもを授かれない人たちはたく

さんいます。本当に少子化といって子どもを増やしたいのであれば保育園問題に翻弄されるのでなく、そ

このフォローをお願いしたいと私は日々強く思っております。治療をすれば産める身体の人たちを、一生

産まずにしてしまうなんて悲しすぎます。 

支援制度があるのならもっとアピールしたほうがよいと思う。 

税金が高い。一時保育の充実。 

認可保育園の定員を増やして欲しい 

税金を少なくしてほしい。 

出勤前、出勤後に、窓口が開いていること。専業主婦ではなくても、勤務している人でも施設やサービス

が利用できること（時間帯の問題）。 

税金を安くして欲しい 

保育所の整備 

税金を安くする。公務員などの年収を減らす。税金の無駄使いをなくす。国民健康保険料を安くする。 

働く女性に優しい制度が欲しい 

子どもの安全のためにガードレールをもっとつけてもらいたい。不審者対策のためのパトロールにも力を

注いで欲しい。三人以上のこどもがいる家庭に対し、メリットや支援をお願いします。 

金銭的な支援とネットワークを広げてほしい。 

幼稚園を増やしたり、もう少し安くしてほしい。 

税金。保険料等高過ぎ。家賃相場も高過ぎ。 

以前は川崎市に住んでいて、たまプラーザや港北センター地区が最寄りでした。これらの地区では子ども

を受け入れる環境が整っており、子育ての面で非常に優れていたと思います。例えば、どの商業施設にも

広めのキッズスペースや綺麗な授乳室があり、どこにでも子連れで行ける安心感や空気感がありました。

目黒区ではその辺りがまだまだだと感じています。最初目黒に住み始めた頃は、子どもがそもそも少ない

のかな、とも思いましたし、実際にそういった面もあると思います。が、それ以外に、子どもを連れてい

て入りやすいお店が少なかったり、街作りが子どもを目線でない、という風にも感じています。 

あと、目黒区は歩きタバコをする人がすごく多いことも驚きました。 

土地の値段が高すぎる。 
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とにかく産後もスムーズに働ける環境を作っていただけないと目黒区では生活できません。少しでも保育

施設を増やしていただけないでしょうか。子どもが減っていると言いますが、暮らしにくい環境のままで

は子どもが増えるわけがありませんよね。変わらないのであれば経済的になにか補助をしていただけませ

んか。 

世田谷区みたいな産後ケアセンターみたいなものが出来たり、地域での集まりがほどよくあって知り合い

が作りやすいと良い。 

保育園をもっと増やして共働き世帯が子どもを作りやすいようにして欲しい。以前、学芸大の駅かなんか

で署名活動をしてる親たちがいたのでやはり足りてないのでしょう。そんな環境では子どもは作りたいと

は未婚の自分は思えませんでした。海外に研修や視察に行くのはやめてそのお金を育児支援にきちんと使

って欲しい。 

まずは保育園・保育サービスの充実を。あと、出産に関するお金がかかりすぎる。 

やはり保育サービスの充実かと思います。 

隣の区との差が大きい。学童の枠が少ない、学校で学童のような活動がない。インフルエンザなどが有料

である。学童は 3年までだし、私設のアフタースクールなど高額な場所に預けるしか方法はなく、フルタ

イムで働くには移住しないと難しい。 

税金をさげること。支援金を支給すること。子どもの預け先をもっとつくること。 

まず第一子が生まれた時にある程度のお金の支援は必須。納税金額に限らず一律で。あとは保育園の制度

を見直すべき。 

結婚するしないにかかわらず、日本全国、ドイツみたいにとにかく勤務時間を短くする。送り迎えも自由

にできる社会的雰囲気を作る。 

場所の多さや金額面などで、もっと保育サービスを充実させて欲しい。 

私は持病があり、目黒区はそれを理由に保育園に入れることができるので、引っ越してきた。しかし、住

んでわかったのは、子育て相談窓口の人たちの冷たさである。前の自治体は、保育園にすごく入りづらか

ったが、子育て相談はしっかりしていた。しかし、目黒区は主訴がわからない相談だと、受け入れてもら

えない。相談するときは、主訴ははっきりしてないことが多いだろう。それを整理できるのが、相談員だ

と思う。もう少し、相談にあたる人を教育して、温かみをもって相談を受け入れてほしい。 

育児施設が整い、出産祝いなどの手当の充実。出産後も仕事に戻れる企業の支援。 

結婚適齢期が出会えそうな趣味やスポーツサークルを作る、保育園サービスの充実。 

出産までも特筆すべく手当もない目黒区。本当に子育てしにくい地域だと思う。産後も予防注射や出生後

の健診など実費負担が多くて驚く。もっと手当てを厚くしてほしい。 

私はしばらく専業主婦の予定なので問題ありませんが、友達は 0才で希望の保育園に入れず休職を伸ばし

たり退職を決めたりしています。また、学童保育が短いため、途中で退職を余儀なくされている人の話も

聞きます。他区（私が知っているのは港区、渋谷区、文京区に限られますが）と比べてサービスが劣って

いると感じる部分もありますので、出産しやすさを感じるには十分な保育園や学童保育の数が何より必要

だと思います。 

子どもの医療費無料化や生活必需品を消費税非課税にするなど、軽減税率の導入。 
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保育園に入所できず、職場まで子どもを連れて行っているので早く保育園に入れるよう、中目黒駅周辺に

保育施設が欲しいです。 

保育園などの充実と、適切な経済的支援 

保育園の充実。入園時期を春、秋 2回に分けるなどして、秋の仕事復帰にも対応してほしい。 

フランスのように、1人でもきちんと子育てできるような政策と意識改革の整備をして欲しいです。 

保育園数の充実、経済的支援さえあれば何もいらない。 

保育所が少なすぎる。このままでは、保育所が多いところへ引越しせざるえない。 

子どもがいない家計からたくさんの税金を集め、子ども関係の費用を無償化すれば、子どもを作ろうとい

うインセンティブが働くと思う。子どもを育てるのに相当お金がかかるが、現状子どもを作らない方が金

銭的に有利であると思う。 

経済的な支援に加え、子どもを地域で育てる意識を区民全体が持てるように、意識を変えていく必要があ

る。 

保育園に入れない待機児童数の割合は人口に対して２３区内ワースト１位です。ただ突貫工事的に訳のわ

からない施設を増やすだけでなく、早急に安心して子どもを産める保育施設を増設してほしい。 

・緑が多く安全で、田舎のような温かさがあってほしいです。 

・大きい道路が多いので交通量も気になりますが、なにより自転車のマナー違反が気になりますので、自

転車道路の整備を進めていただきたい。 

・結婚や出産での補助金を充実させて欲しいです。 

結婚を望む人の出会いの場を提供して欲しい。 

子ども手当を現金でなく、アメリカのように習い事券など券にすればいいと思う。子どもが３人以上など

いる家庭では親が子ども手当を使っているから。 

保育園の数が少なく、こどもを産む上で仕事復帰ができるかどうか不安がある。二人目の子どもがほしい

が、早生まれになると育休を早く切り上げないと認可保育園に入れないので調整している。安心して仕事

復帰ができるように保育サービスを充実させてほしい。 

雇用の安定。 

低所得世帯へのサポート。 

・出産や予防接種などの費用を事後清算ではなく事前給付ないし無料とすること。 

・子どもを持つ低所得世帯を優先的に公営住宅に入居させること。 

子どもの出産一時金等の引き上げ。子どもの予防接種費用の援助拡大。子どもが病気になった後は医療費

無料なのに、予防接種費用の援助は殆どないのはよくわからない。インフルエンザ位は補助を考えて欲し

い。 

子どもを預かってくれるサービスが欲しい。 
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生物として子孫を反映させる事に性別は関係ないので、男性女性と特化した環境整備ではなく、人間らし

く豊かに暮らしていける環境整備をして頂きたい。 

目黒区役所のハローワークに通って安定した職を見つけようと探している最中ですが、今まででかなりの

数の悪質な求人を見つけました。（特に補足がないのに面接にだけ呼んで女性を採用する気がない、残業

時間を少なく偽っている、面接のときに結婚や子育てについて女性のみしつこく聞かれる、業務停止命令

があった企業など） 

現在、働く女性の半分は非正規雇用です。大学を出ても、契約や派遣、アルバイトで働いている同世代が

多くいます。自分の雇用も安定せず、憧れていた社会人生活も出来ず、親を心配させ、なんの楽しみもな

い暮らしで、どうして結婚をしようとなど思うでしょうか。まず、若い世代の、特に女性が安心して生活

をし、例え 1人で生きていくにせよ不安にならないだけの生活基盤を立てられるような環境を下さい。 

結婚も、子育てもお金がかかります。自分の生活さえままならなく、大きな手術をして医療費もかさみ、

親の経済支援も限りあるものだと知っていれば、結婚も子育ても遠い夢です。このままでは、結婚するこ

とも産むこともないでしょう。 

公設公営の保育園の増設。教育費の軽減。 

子育てを安心しておこないながら、両親が経済的に無理なく生活できるような環境づくりをしてほしい。 

職員の残業を無くすこと。 

病児保育支援。 

居住、子育て、経済的な支援などを含めた生活の支援に力を入れてほしい。 

結婚、出産後… に限らずだが、押し並べて、もっと家賃が安かったら経済的にも余裕が出て、結果的に

暮らしやすい環境に結び付くと思います。区営、都営住宅までとは言わないまでも、それに近い家賃なら

もっと結婚しようという人も増えるのでは…と思います。 

ファミリータイプの家賃の軽減。 

千葉県佐倉市・ユーカリが丘ニュータウンのようなシステムがあれば、暮らしやすいと思う。 

給食費は無料。支援は金銭ではなく、商品券や物で。 

税金を安く。 

助成金を増やす。 

取り敢えず 23区で一番多い区議会議員を減らして。高くて有名な議員報酬を下げてから考えてみてはい

かがでしょうか。ついでに 区役所職員の方達も相当よい待遇だそうで 違う区の人たちが羨ましがって

いました。 
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圧倒的に、認可保育所（低コスト、高サービス、小学校入学前まで通園可）が足りなさすぎます。子ども

が少なくなれば、経済も停滞し、年金を支払う人材も不足します。つまり、日本が滅びます。それを防ぐ

ためには、地道な子育て支援を充実させる以外は、ありません。目黒区で行っている、無駄な事業は多々

あるはずです。区長や区議会の決断で、そうした無駄をどんどん廃止し、認可保育所をもっともっと増設

してください。 

もしくは区立の小中学校の校舎を一部転用するなど、区有財産や国有財産の活用も視野に入れてくださ

い。 

２歳までしか通園できない、小規模保育は、全く無駄とは言えませんが、３歳前にまた保活をしなければ

ならない親の不安感を想像してください。 

もしくは認証保育所に通う世帯に対し、実質的に認可と同料金になるよう、保育料の補助をお願いしたい

です。３歳までは子どもは親と一緒にいるべきという、あほらしい３歳神話の意識がある限り、日本の少

子化は絶対に改善されません。区議や区長の意識を、まず変えて頂きたいです。 

経済補助。 

保育所の設備や子育て支援をもっと積極的にしていかないと結婚や子育てはこれからもっと厳しくなると

思う。 

育児と仕事を両立するための環境が整えば、出産も考えられる。保育施設も足りず、待機児童が多いと聞

くので、早く改善してほしい。 

交通機関の優遇や、区役所の食堂の優遇があっても良いと思う。もっと子どもと入りやすい、食堂や、親

子休憩室や、プレイ広場などの充実。 

まだ結婚も出産もしていないのでよくわからない。ただ、隣接区よりはサービスが遅れてると思う。もっ

と、良いところはマネしていかないと、目黒区だって廃れると思う。 

住みやすくて満足しています。住宅に関しては家賃がどうしても他の地域より高いので、ずっと住み続け

ることが難しいと思います。 

待機児童の数を減らす、ということで、保育園を増やしても、小学校に上がったときに預かってくれる場

所がなく（学童は保育園ほど親に優しくない）、小学校も親が働いているということに理解がなくいきな

り手のひらを反すように、親の負担が増え、仕事を続けていくことが困難に感じる人が多いという現状を

なんとかしてほしい。 

子どもの年齢に合わせて、例えば２，３歳なら定員に空きがある最寄の保育所の案内をくれるとか、受け

られる行政サービスの一覧をくれたら便利に思う。 

負担軽減や手当の拡充。 

もっと子どもが住みやすい街にしてほしい。 

家賃相場が高いので、2万円の補助を 2年間では足りない。 

区民が結婚しそのまま区に在住するのであればお祝い金がもらえる。または、区内に転居の場合に助成金

が出る。二人目以降の出産には手当てがでる。区立保育園に関して区内在住が優先入園、保育料金の助

成。 
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子どもが好きですが、子どもに関する情報が皆無です。駅などに、子ども関係のボランティア募集や、子

ども関連の雇用募集をはりだしてみては？ 

保育施設の充実。 

仕事と育児の両立をするための支援。 

補助金を出すこと。２４時間預けられる環境があること。 

目黒区で保育園が閑静な住宅街にできて住民が困惑しているのをテレビで観た。もし自分が親だったらそ

こに子どもを通わせるのは嫌だと思った。区としてどうにかできなかったのかと思った。 

第２子・３子への手当。 

空き家を希望者に無償提供。 

児童館などは、まああるが、未就学児に対して遊びの制約があり、小学生を優先されてしまうので、なか

なか利用しづらい。【例】体育館であそばせていると、係員から「小学生が来たら、交代してください」

といつも言われる。作業的なことも、小学生を優先してくださいと言われて、未就学児の肩身が狭い。 

家計の助けになることを目黒区は怠ってると思います。子どもの医療費の制度も数年他の区よりは遅れて

いて、中学までしかありません。高校生まで支援して貰える区もあります。 

治安が良くこれからもずっと住み続けたいが、とにかく家賃が高い。家賃補助があれば良いと思う。 

経済的支援を求む。 

不妊や子育ての助成をほかの自治体のように行って欲しい。 

この間の都立大学付近の保育施設新設で、地域住民の反対にあったというニュースを見ました。目黒区が

環境の整備を進めて行っても、そこに住んでいる地域住民が反対をしていたら何も意味がないと思いま

す。整備を進めていくことも大事だと思いますが、地域住民の説得も大事なことだと思います。 

年収 230万円程度の所得位で税金の支払いがかなり大きい。この状態では、自分達が食べていくだけで精

一杯すぎて、子どもなんて育てていけない。 

保育所が足りなくて問題になっているのは聞いた。待機児童数が２３区で一番多い。行政や区議が仕事を

していないのかも。 

環境や事情は人それぞれなので、何か決めた支援ではなく、個人個人に必要な支援が行えるようになると

いいと思います。必要のない支援は使わないし、必要な支援がなければ使えないので、手間がかかり非効

率かもしれませんが、その人その人に合った支援があればいいと思います。 

待機児童が増えないように。 

私は現在恋人と同棲していますが、結婚資金を貯めている最中でまだ具体的な結婚の予定がありません。

やはり家賃など色々な生活資金がかかるのが問題で、今後子どもを持ちさらにお金がかかる事を考えると

中々前に進めません。結婚をした若い夫婦や、ある程度の期間一緒に生活をしている同棲カップルなどに

も手当てを出し、子どもを産んだ後も経済的な支援があるのであれば、今後も目黒区に住み続けたいと思

っています。 

子どものための育児支援を所得制限なく助成してほしい。いつも所得制限で除外されている。 

支援金の準備。 
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仕事と育児を両立できるよう、育児休暇後すぐに預けられる保育所があること。 

めぐろ子どもスポーツ健康手帳 「元気」は不要です。めあてを達成できてもできなくても、学校へ提出

するためにシールは貼ることになります。必要性を感じません。この手帳の発行費用を子どものために使

って欲しいです。子どもの健康を考えるのなら、例えば、運動会は５月下旬の日差しが強く、気温の高い

中に行われ、毎年熱中症にならないか心配になります。全児童分のテントがあればと思います。（テント

は本部と敬老席のみの使用）災害時などにも使用する場合もあるかもしれません。ご検討いただけたらと

思います。 

希望するすべての人が保育園にはいれる環境。教育費が一切かからず、誰もが教育をうけられる環境。子

育て世代への、経済的補助。途中からでも安定した職につける。 

保育園の充実。認可保育園が少なすぎる上に、預かり時間も短すぎる。お金がかかるのは子どもを持てば

仕方がないことだと思うが、ある程度のお金を払っても預けることができないというのはおかしい。 

認可保育所の新設、定員の増加。学童も同様。 

色々なサービスがあると思うが、PRが足りない 

世田谷区のような積極的な子育て支援を行ってほしい。産後ケアセンターや、土日祝日も開園しているよ

うな子育て広場のような施設の充実を希望します。 

・各種支援について、所得制限をやめてほしい。 

・保育園のより一層の充実をお願いします。 

養育のための費用を区が出すようにすれば子どもを持つ人が多くなるはず。 

子ども預かりサービス。 

沢山ありすぎてここに書ききれない。ひとり親に対しての経済的支援、相談窓口の不十分さ、福祉支援の

不十分さ、24時間体制になっていない、担当者がころころ変わる不便さ、子育てしにくい。私立、区立関

係なく義務教育期間はこどもの将来的教育のため国、自治体が負担してでも支援必要。特にひとり親だか

ら必ず区立へという義務はない、子どもの教育をよりよくするために私立へ経済的苦労ありながらもいか

せるひとり親もいる。そうした人への支援は必要。 

雇用の安定。犯罪の減少へ向けた徹底した努力。子どもや子どもを持つ家族へのあたたかい目の浸透。 

子どもの人数に応じて（養子も含む）助成金を出し人数に応じて学校教育を無償化する。 

体外受精以外の不妊治療にも一定の助成があればもっと頑張って子どもを作って生もうと思えます。保育

園も働いていれば（あるいは働く予定があれば）誰でもが入れ、時間外保育サービスも誰しもが受けら

れ、病児保育も一定の助成を受けながら誰もが利用できれば、バリバリ働いて税金をしっかりおさめ、子

どもを何人も産んで将来の目黒区を支えられるのに・・と思います。 

仕事との両立ができる環境があれば、結婚・出産を望みます。 

働きやすい保育環境が整うとより便利になります。 

経済的な支援。 

今の時代にあった政策を実施してほしい。 
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地域で見回りとかをして、子どもが安心して遊べる環境作り。 

目黒区は 23区中において財政難の自治体という事ですので、今後居住人口を増やすにはこれから家族が増

える世帯へのサービスの向上が必要だと思います。 

保育所の不足が問題だと思うので改善してもらいたい。共働きなので絶対必要なので。 

児童手当を手厚くする。不妊治療の医療費補助。第二子出産時のサポートの充実。 

目黒は、物価が高い。 

保育所（士）の充実。 

保育支援の一層の充実。 

財政が厳しいから、難しいかもしれないけど、子どもにお金がかかるので、軽減してほしい 

託児所の充実。 

結婚出産をしても続けて仕事をしていけるような環境を整えてほしい。保育施設の充実等。また、子育て

に限らず相談できる場、または同じような環境にいる方々との交流ができる場所・機会があればと思う。

あとは経済的な支援があれば助かります。 

親に対する整備も必要ですが、子ども自身に対する整備（不審者が家の近くに越してきた場合など、子ど

もがいるとかなり不安なので、事前に告知してほしい。難しいとは思いますが・・・） 

物価がとにかく高い。今一人暮らしだからやっていけているが、結婚するとなると、経済的余裕がある人

とでないと、目黒区に住み続ける事が出来ない。 

子どもを持つ事が経済的に負担がかかることに直結してしまうようでは、子どもを諦めざるを得ない状況

になり、また、教育にも格差ができ、すべての子どもが受けられる教育の内容に大きな差ができてしまう

ようにも思えます。 

あまり子持ちばかり優遇されるのは気持ちがよくない。 

目黒区は治安が良く、本来は子育てには良いはずだと思う。しかし、実際には、結婚や出産にはあまり向

かないと感じている。理由は二つ。 

（1） 街全体に、子育て中の家族を受け入れる空気がない。 

 子どものいない人をターゲットに街がデザインされている。そこいらの食堂でも「子連れお断り」と明

示していたり、保育園の反対運動が起きてしまったり。子どものいない人向けに、普段から啓発活動をす

べき。たとえば「子連れ歓迎」「ハイチェアあります」「お子様メニューあり」などの札を街の店に配

り、協力者には何らかの優遇をする（無料で宣伝してあげるなど）。 

（2） 家賃が高い。 

 3LDK になると普通のサラリーマン家庭は住めない。ファミリー世帯家賃助成があるが、制限事項が多い

したったの 2年間。申し込みづらい。たとえば街の不動産屋に、「目黒区の家賃助成に申し込みません

か？」と勧めてもらう。また、フルタイム共働きだと助成を受けられない可能性が高い。フルタイム共働

き向けの経済支援が欲しい。 

安心安全な環境作り。保育園の充実。 
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子育てと仕事を両立できるような社会づくり。両親の育児休暇を取りやすくする、有給休暇や定時で帰り

やすい職場環境を作り家事への参加をしやすくする、など。 

先日婚姻届けをいただきに、目黒区役所に行きました。色々な地域のサービスを手軽に知る事ができるよ

うに役所に情報誌があればなと思いました。 

未だに男尊女卑がみえるのが悲しい。 

保育園の問題がとてもネックで、２人目の子どもをいつつくるか悩んでいる。保育園を増やすのが難しい

なら、既存の保育園で保育者を増やしたりして、入園できる幼児の人数を増やしてほしい。 

地域住民の反対で保育園の計画が中断すると、目黒で子育てはできないと感じます。 

現金支給。 

出産祝い金の増額や保育環境の充実。 

仕事をしてるので、保育園がすぐ決まるようにしてもらいたい。 

認可の保育園が少ない。 

経済的な支援の充実。 

緊急の時に子どもを預かってくれるサポート体制がほしい。 

やはり子育てにはお金がかかるので、子どもの数が多い人への負担軽減と助成が確保されると思えばもっ

と子どもを産んでもいいかなという気になる。しかし住居スペースも含め現実的にはこれ以上の負担は無

理。 

公園が多いので遊ぶ場所はあるが、時間制限があるのが難点。 

児童館も区民センターも図書館も、みんな月曜定休で、乳幼児の月曜の外出先に困ってしまいます。施設

ごとに定休日をずらして頂けると助かります。 

当事者にならないと実際のところ、どんな環境が必要なのかわかりません。既に経験している人からの話

をきいたり、啓もう活動があるとわかりやすいかと思います。目黒区は緑も多く、遊ぶ場も意外と多いの

かもしれませんが、生活するうえでは物価が高いかもしれないです。（地価も高いので） 

子どもの成長に合わせて様々なものが必要になるが、どれも一時的なものなので、使い回しできるものは

区で預かり、必要な家庭に提供するなどのサービスがあると良かった。ベビーカー、ベビーベッド、ベビ

ーバスなどどれも数年で廃棄してしまったので、もったいなかったと思う。 

子どもの養育に関わる様々な面での経済援助を続けてほしいと思います。 
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意識調査集計表

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

男性 234 37.0% 185 35.9%

女性 390 61.6% 330 64.1%

無回答 9 1.4% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

19歳以下 4 0.6% 11 2.1%

20～24歳 20 3.2% 23 4.5%

25～29歳 36 5.7% 51 9.9%

30～34歳 53 8.4% 89 17.3%

35～39歳 68 10.7% 104 20.2%

40～44歳 57 9.0% 121 23.5%

45～49歳 64 10.1% 116 22.5%

50～54歳 53 8.4% 0 0.0%

55～59歳 48 7.6% 0 0.0%

60～64歳 48 7.6% 0 0.0%

65～69歳 52 8.2% 0 0.0%

70歳以上 128 20.2% 0 0.0%

無回答 2 0.3% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

中学校 22 3.5% 3 0.6%

高校 118 18.6% 68 13.2%

専修学校・専門学校 67 10.6% 62 12.0%

短大・高専 85 13.4% 75 14.6%

大学 288 45.5% 268 52.0%

大学院 47 7.4% 39 7.6%

その他 1 0.2% 0 0.0%

無回答 5 0.8% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

正社員、正規職員 227 35.9% 252 48.9%

派遣・嘱託・契約社員 30 4.7% 40 7.8%

パート・アルバイト 68 10.7% 56 10.9%

自営業・自由業 65 10.3% 62 12.0%

主に家事に従事 124 19.6% 68 13.2%

学生 15 2.4% 23 4.5%

無職 86 13.6% 14 2.7%

その他 6 0.9% 0 0.0%

無回答 12 1.9% 0 0.0%

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

問１　性別

問２　年齢

問３　最後に卒業した（あるいは在学中の）学校

問４　勤務状況

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

未婚 134 21.2% 248 48.2%

既婚（配偶者あり）※事実婚含む 419 66.2% 241 46.8%

既婚（配偶者と離別・死別） 73 11.5% 26 5.0%

無回答 7 1.1% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

100万円未満 47 7.4% 35 6.8%

100万円～200万円未満 53 8.4% 14 2.7%

200万円～300万円未満 52 8.2% 52 10.1%

300万円～400万円未満 56 8.8% 66 12.8%

400万円～500万円未満 55 8.7% 52 10.1%

500万円～600万円未満 41 6.5% 41 8.0%

600万円～700万円未満 36 5.7% 31 6.0%

700万円～800万円未満 28 4.4% 27 5.2%

800万円～900万円未満 31 4.9% 20 3.9%

900万円～1000万円未満 24 3.8% 26 5.0%

1000万円～1100万円未満 29 4.6% 19 3.7%

1100万円～1200万円未満 22 3.5% 12 2.3%

1200万円以上 78 12.3% 40 7.8%

わからない・答えたくない 54 8.5% 80 15.5%

無回答 27 4.3% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

一戸建持家 265 41.9% 116 22.5%

分譲マンション 122 19.3% 105 20.4%

一戸建借家 18 2.8% 12 2.3%

賃貸のアパート・マンション 207 32.7% 279 54.2%

その他 14 2.2% 3 0.6%

無回答 7 1.1% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

ワンルーム（1K) 63 10.0% 107 20.8%

1DK(2K) 34 5.4% 44 8.5%

1LDK(2DK) 71 11.2% 85 16.5%

2LDK(3DK) 109 17.2% 113 21.9%

3LDK(4DK) 178 28.1% 102 19.8%

4LDK(5DK)以上 139 22.0% 64 12.4%

無回答 39 6.2% 0 0.0%

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

問５　結婚

問６　昨年の年収 ※問５で「２．既婚（配偶者あり）」と回答した方は、世帯年収

問７　住宅の種類

問８　間取り

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット



152

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

配偶者（事実婚含む） 405 64.0% 238 46.2%

子ども 296 46.8% 166 32.2%

自分の父・配偶者（事実婚含む）の父 50 7.9% 76 14.8%

自分の母・配偶者（事実婚含む）の母 84 13.3% 104 20.2%

兄弟姉妹 44 7.0% 48 9.3%

祖父母 4 0.6% 9 1.7%

孫 20 3.2% 1 0.2%

その他 13 2.1% 9 1.7%

同居者はいない 105 16.6% 160 31.1%

無回答 16 2.5% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 296 166

1人 160 54.1% 83 50.0%

2人 109 36.8% 71 42.8%

3人 16 5.4% 12 7.2%

4人 3 1.0% 0 0.0%

無回答 8 2.7% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 44 48

1人 32 72.7% 43 89.6%

2人 5 11.4% 4 8.3%

3人 2 4.5% 0 0.0%

4人 1 2.3% 1 2.1%

5人 1 2.3% 0 0.0%

無回答 3 6.8% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 20 1

1人 8 40.0% 1 100.0%

2人 9 45.0% 0 0.0%

3人 1 5.0% 0 0.0%

6人 1 5.0% 0 0.0%

9人 1 5.0% 0 0.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

家賃・住宅ローン 216 34.1% 262 50.9%

子どもの養育費・学費 90 14.2% 71 13.8%

生活費（食費・光熱水費など） 217 34.3% 116 22.5%

娯楽・交際費 32 5.1% 31 6.0%

介護費 7 1.1% 5 1.0%

医療費 27 4.3% 14 2.7%

その他 20 3.2% 16 3.1%

無回答 24 3.8% 0 0.0%

選択肢
郵送 インターネット

選択肢

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

問９　同居している方

郵送

問９　２．同居している子どもの人数

問10　家計での経済的負担が大きい項目

問９　５．同居している兄弟姉妹の人数

問９　７．同居している孫の人数

選択肢
郵送 インターネット

インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

雇用対策をして、安定した雇用機会を提供する 90 14.2% 67 13.0%

給料を上げて、安定した家計を営めるよう支援する 113 17.9% 140 27.2%

結婚生活や住宅の費用を支援する資金貸与や補助を行う 66 10.4% 55 10.7%

結婚した人の負担を軽減できるような税制にする 80 12.6% 67 13.0%

夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実 138 21.8% 73 14.2%

結婚についての意識啓発をする 28 4.4% 8 1.6%

未婚者の結婚支援サービスを提供する（低価格の結婚相談所や出会いの場の提供など） 33 5.2% 27 5.2%

その他 11 1.7% 6 1.2%

特にない 34 5.4% 72 14.0%

無回答 40 6.3% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

地域による子育て支援の充実 130 20.5% 122 23.7%

保育サービスの充実 321 50.7% 244 47.4%

子育て相談窓口の充実 19 3.0% 24 4.7%

子育て支援のネットワークづくり 37 5.8% 28 5.4%

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実 111 17.5% 49 9.5%

妊娠・出産に対する支援 142 22.4% 116 22.5%

子どもの健康に対する安心 56 8.8% 38 7.4%

父親の育児促進 50 7.9% 45 8.7%

仕事と子育ての両立支援 251 39.7% 134 26.0%

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 83 13.1% 32 6.2%

子育てに困っている家庭への支援 83 13.1% 53 10.3%

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 159 25.1% 85 16.5%

多子世帯への支援策の充実 37 5.8% 37 7.2%

ひとり親（家庭）に対する支援 68 10.7% 50 9.7%

各種手当などの経済的支援の充実 161 25.4% 149 28.9%

その他 9 1.4% 4 0.8%

特にない 14 2.2% 60 11.7%

無回答 30 4.7% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 589 455

地域による子育て支援の充実 34 5.8% 38 8.4%

保育サービスの充実 167 28.4% 118 25.9%

子育て相談窓口の充実 4 0.7% 4 0.9%

子育て支援のネットワークづくり 4 0.7% 7 1.5%

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実 21 3.6% 13 2.9%

妊娠・出産に対する支援 37 6.3% 32 7.0%

子どもの健康に対する安心 16 2.7% 6 1.3%

父親の育児促進 8 1.4% 19 4.2%

仕事と子育ての両立支援 101 17.1% 64 14.1%

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 24 4.1% 8 1.8%

子育てに困っている家庭への支援 18 3.1% 15 3.3%

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 39 6.6% 20 4.4%

多子世帯への支援策の充実 11 1.9% 12 2.6%

ひとり親（家庭）に対する支援 10 1.7% 15 3.3%

各種手当などの経済的支援の充実 77 13.1% 80 17.6%

その他 5 0.8% 4 0.9%

無回答 13 2.2% 0 0.0%

問12-1　出産・子育てに対する支援策について、あなたが、重要だと思うものを３つまで選んで、番号に○をつけてください。

選択肢
郵送 インターネット

問11　結婚に対する重要な支援策

問12-2　問12-1で選んだものの中から、もっとも重要だと思うものの番号を回答欄に記入してください。

郵送

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

地域による子育て支援の充実 96 15.2% 75 14.6%

保育サービスの充実 341 53.9% 204 39.6%

子育て相談窓口の充実 19 3.0% 14 2.7%

子育て支援のネットワークづくり 22 3.5% 24 4.7%

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実 93 14.7% 32 6.2%

妊娠・出産に対する支援 112 17.7% 80 15.5%

子どもの健康に対する安心 24 3.8% 17 3.3%

父親の育児促進 80 12.6% 69 13.4%

仕事と子育ての両立支援 236 37.3% 128 24.9%

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 54 8.5% 24 4.7%

子育てに困っている家庭への支援 87 13.7% 59 11.5%

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 104 16.4% 51 9.9%

多子世帯への支援策の充実 39 6.2% 34 6.6%

ひとり親（家庭）に対する支援 87 13.7% 64 12.4%

各種手当などの経済的支援の充実 150 23.7% 132 25.6%

その他 16 2.5% 6 1.2%

特にない 25 3.9% 98 19.0%

無回答 41 6.5% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 567 417

地域による子育て支援の充実 22 3.9% 21 5.0%

保育サービスの充実 172 30.3% 123 29.5%

子育て相談窓口の充実 5 0.9% 5 1.2%

子育て支援のネットワークづくり 4 0.7% 4 1.0%

地域の子どもの居場所・活動拠点の充実 22 3.9% 9 2.2%

妊娠・出産に対する支援 29 5.1% 24 5.8%

子どもの健康に対する安心 4 0.7% 3 0.7%

父親の育児促進 28 4.9% 28 6.7%

仕事と子育ての両立支援 88 15.5% 50 12.0%

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 11 1.9% 6 1.4%

子育てに困っている家庭への支援 22 3.9% 23 5.5%

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 23 4.1% 11 2.6%

多子世帯への支援策の充実 15 2.6% 8 1.9%

ひとり親（家庭）に対する支援 18 3.2% 24 5.8%

各種手当などの経済的支援の充実 73 12.9% 73 17.5%

その他 12 2.1% 5 1.2%

無回答 19 3.4% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

ほ・ねっとめぐろ（子育ての相談窓口） 134 21.2% 98 19.0%

子育てふれあいひろば（交流と相談） 94 14.8% 72 14.0%

乳幼児クラブ 117 18.5% 72 14.0%

ベビー活動 24 3.8% 30 5.8%

乳幼児のつどい 83 13.1% 52 10.1%

ファミリー・サポート・センター事業（育児援助） 109 17.2% 69 13.4%

どれも知らない 365 57.7% 367 71.3%

無回答 40 6.3% 0 0.0%

問13-1　出産・子育てに対する支援策について、あなたが、不足していると思うものを３つまで選んで、番号に○をつけてください。

問14　あなたは、区内の主要な地域の子育て支援事業について知っていますか。
あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答）

郵送
選択肢

郵送

問13-2　問13-1で選んだものの中から、もっとも不足していると思うものの番号を回答欄に記入してください。

選択肢

選択肢
郵送 インターネット

インターネット

インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

出産前後の相談、情報提供の支援 235 37.1% 198 38.4%

育児用品の提供 61 9.6% 86 16.7%

子どもの送り迎え・一時預かり 391 61.8% 318 61.7%

子どもの遊び相手 66 10.4% 77 15.0%

食事の提供などの生活支援 48 7.6% 92 17.9%

近居・同居 37 5.8% 47 9.1%

経済的支援 320 50.6% 304 59.0%

その他 24 3.8% 16 3.1%

無回答 40 6.3% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

出産前後の相談、情報提供の支援 216 34.1% 169 32.8%

育児用品の提供 143 22.6% 122 23.7%

子どもの送り迎え・一時預かり 227 35.9% 163 31.7%

子どもの遊び相手 257 40.6% 226 43.9%

食事の提供などの生活支援 73 11.5% 62 12.0%

近居・同居 33 5.2% 29 5.6%

経済的支援 75 11.8% 69 13.4%

その他 27 4.3% 35 6.8%

無回答 79 12.5% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 633 515

知っている 130 20.5% 120 23.3%

知らない 479 75.7% 395 76.7%

無回答 24 3.8% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 109 274

経済的に余裕がもてる 2 1.8% 28 10.2%

社会的信用を得たり、周囲と対等になれる 5 4.6% 20 7.3%

精神的な安らぎの場が得られる 30 27.5% 66 24.1%

現在愛情を感じている人と暮らせる 16 14.7% 31 11.3%

自分の子どもや家族をもてる 37 33.9% 69 25.2%

生活上便利になる 0 0.0% 7 2.6%

親から独立できる 0 0.0% 7 2.6%

親を安心させたり周囲の期待に応えられる 13 11.9% 28 10.2%

その他 4 3.7% 18 6.6%

無回答 2 1.8% 0 0.0%

問15　あなたは、出産・子育てをする方自身が、どのような支援を望んでいると思いますか。
あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答）

郵送
選択肢

インターネット

問17　あなたは、目黒区総合庁舎ウェディング事業について知っていますか。あてはまる番号に○をつけてください。

問18　結婚することへの考え方について、あなたの考えにもっとも近いものを１つ選んで、番号に○をつけてください。

問16　あなた自身は、今後出産・子育てをする家族や友人に対し、どのような支援ができると思いますか。
あてはまる番号に○をつけてください。（複数回答）

郵送

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 109 274

すぐにでも結婚したい 17 15.6% 56 20.4%

2～3年以内に結婚したい 18 16.5% 42 15.3%

いずれは結婚したい 58 53.2% 117 42.7%

結婚するつもりはない 11 10.1% 59 21.5%

無回答 5 4.6% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 109 274

結婚するにはまだ若すぎるから 11 10.1% 14 5.1%

必要性を感じないから 9 8.3% 33 12.0%

今は、仕事（または学業）にうちこみたいから 15 13.8% 23 8.4%

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから 0 0.0% 6 2.2%

独身の自由さや気楽さを失いたくないから 6 5.5% 23 8.4%

適当な相手にまだめぐり会わないから 26 23.9% 58 21.2%

相手とうまくつき合えないから 2 1.8% 7 2.6%

出会う機会そのものがないから 13 11.9% 39 14.2%

結婚資金が足りないから 8 7.3% 13 4.7%

結婚生活の為の住居の目処がたたないから 1 0.9% 7 2.6%

その他 7 6.4% 13 4.7%

すでに結婚が決まっている 2 1.8% 6 2.2%

特にない 6 5.5% 32 11.7%

無回答 3 2.8% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 109 274

欲しい 87 79.8% 177 64.6%

欲しくない 18 16.5% 97 35.4%

無回答 4 3.7% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 87 177

1人 6 6.9% 34 19.2%

2人 62 71.3% 112 63.3%

3人 16 18.4% 29 16.4%

4人 2 2.3% 2 1.1%

無回答 1 1.1% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 87 177

20～24歳 1 1.1% 2 1.1%

25～29歳 27 31.0% 30 16.9%

30～34歳 25 28.7% 45 25.4%

35～39歳 17 19.5% 45 25.4%

40～44歳 10 11.5% 40 22.6%

45～49歳 4 4.6% 12 6.8%

50～54歳 1 1.1% 3 1.7%

無回答 2 2.3% 0 0.0%

問21　あなたは、何人子どもが欲しいですか。第一子はご自身が何歳のときに欲しいですか。※希望としてお答えください。

問21 欲しい子どもの数

問19　あなたは将来、結婚したいと思いますか。あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。

問20　あなたが、独身でいる理由はなんですか。あなたの考えにもっとも近いものを１つ選んで、番号に○をつけてください。

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

問21　第一子がほしい年齢

選択肢
郵送 インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 87 177

教育にお金があまりかからないこと 39 44.8% 77 43.5%

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど） 31 35.6% 57 32.2%

出産・育児について相談できる人が地域にいること 2 2.3% 20 11.3%

雇用が安定すること 22 25.3% 48 27.1%

働きながら子育てができる職場環境であること 46 52.9% 80 45.2%

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと 6 6.9% 16 9.0%

家がある程度広いこと 14 16.1% 20 11.3%

自分または配偶者が高齢でないこと 15 17.2% 21 11.9%

健康上の問題がないこと 33 37.9% 46 26.0%

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること 22 25.3% 34 19.2%

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること 13 14.9% 10 5.6%

その他 0 0.0% 2 1.1%

特にない 0 0.0% 14 7.9%

無回答 3 3.4% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 84 163

教育にお金があまりかからないこと 15 17.9% 31 19.0%

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど） 12 14.3% 22 13.5%

出産・育児について相談できる人が地域にいること 0 0.0% 7 4.3%

雇用が安定すること 7 8.3% 22 13.5%

働きながら子育てができる職場環境であること 22 26.2% 44 27.0%

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと 2 2.4% 1 0.6%

家がある程度広いこと 2 2.4% 3 1.8%

自分または配偶者が高齢でないこと 3 3.6% 7 4.3%

健康上の問題がないこと 15 17.9% 14 8.6%

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること 3 3.6% 9 5.5%

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること 3 3.6% 1 0.6%

その他 0 0.0% 2 1.2%

無回答 0 0.0% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 193 241

学校で 21 10.9% 25 10.4%

職場や仕事の関係で 68 35.2% 91 37.8%

幼なじみ・隣人関係 7 3.6% 7 2.9%

学校外のサークルやクラブ活動・習い事で 14 7.3% 21 8.7%

友人や兄弟姉妹を通じて 48 24.9% 64 26.6%

見合いで（親せき・上役などの紹介も含む） 4 2.1% 5 2.1%

結婚相談所で 3 1.6% 6 2.5%

街なかや旅先で 10 5.2% 18 7.5%

アルバイトで 9 4.7% 2 0.8%

その他 6 3.1% 2 0.8%

無回答 3 1.6% 0 0.0%

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

問22-2　問22-1で選んだものの中から、あなたの考えにもっとも近いものの番号を回答欄に記入してください。

問23　あなたは、今の配偶者（事実婚含む）とどのようなきっかけで知り合ったのですか。
あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。

問22-1　希望の数の子どもを持つにあたって、どのような状況であれば子どもを持ちやすいと思いますか。
あなたの考えに近いものを３つまで選んで、番号に○をつけてください。

郵送
選択肢

インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 193 241

結婚資金（挙式や新生活の準備のための費用）が用意できた 1 0.5% 7 2.9%

収入や住居など結婚生活のための経済的基盤ができた 18 9.3% 18 7.5%

自分または相手の仕事の事情 9 4.7% 15 6.2%

できるだけ早く一緒に暮らしたかった 32 16.6% 47 19.5%

年齢的に適当な時期だと感じた 82 42.5% 116 48.1%

できるだけ早く子どもが欲しかった 7 3.6% 7 2.9%

子どもができた 12 6.2% 11 4.6%

友人や同年代の人たちの結婚 1 0.5% 4 1.7%

親や周囲のすすめ 9 4.7% 6 2.5%

その他 19 9.8% 10 4.1%

無回答 3 1.6% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 193 241

子どもはいる 143 74.1% 155 64.3%

子どもはいない 48 24.9% 86 35.7%

無回答 2 1.0% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 143 155

1人 62 43.4% 78 50.3%

2人 69 48.3% 64 41.3%

3人 11 7.7% 13 8.4%

4人 1 0.7% 0 0.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 193 241

子どもはあと 人欲しい 107 55.4% 103 42.7%

子どもは欲しくない 85 44.0% 138 57.3%

無回答 1 0.5% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 107 103

1人 64 59.8% 70 68.0%

2人 32 29.9% 33 32.0%

3人 6 5.6% 0 0.0%

無回答 5 4.7% 0 0.0%

インターネット

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送

問26　１．子どもはあと（　　　　　）人欲しい

問25　１．（　　　　　）人

問26　あなたは、あと何人子どもが欲しいですか。

問24　あなたが、最終的に結婚を決めたきっかけはなんですか。あてはまるものを１つ選んで、番号に○をつけてください。

問25　あなたは、何人子どもがいますか。
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 107 103

教育にお金があまりかからないこと 43 40.2% 51 49.5%

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど） 64 59.8% 56 54.4%

出産・育児について相談できる人が地域にいること 4 3.7% 4 3.9%

雇用が安定すること 13 12.1% 15 14.6%

働きながら子育てができる職場環境であること 37 34.6% 41 39.8%

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと 2 1.9% 6 5.8%

家がある程度広いこと 25 23.4% 26 25.2%

自分または配偶者（事実婚含む）が高齢でないこと 31 29.0% 14 13.6%

健康上の問題がないこと 35 32.7% 27 26.2%

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること 22 20.6% 18 17.5%

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること 11 10.3% 12 11.7%

その他 4 3.7% 1 1.0%

特にない 0 0.0% 4 3.9%

無回答 4 3.7% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 103 99

教育にお金があまりかからないこと 13 12.6% 23 23.2%

地域の保育サービスが整うこと（保育所や一時預かりなど） 26 25.2% 34 34.3%

出産・育児について相談できる人が地域にいること 2 1.9% 0 0.0%

雇用が安定すること 5 4.9% 5 5.1%

働きながら子育てができる職場環境であること 12 11.7% 9 9.1%

自分の昇進・昇格に差し支えがないこと 0 0.0% 1 1.0%

家がある程度広いこと 3 2.9% 4 4.0%

自分または配偶者（事実婚含む）が高齢でないこと 18 17.5% 8 8.1%

健康上の問題がないこと 13 12.6% 9 9.1%

配偶者（事実婚含む）の家事・育児への協力が得られること 3 2.9% 3 3.0%

配偶者（事実婚含む）以外の家族に、育児に協力してくれる人がいること 2 1.9% 3 3.0%

その他 3 2.9% 0 0.0%

無回答 3 2.9% 0 0.0%

回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 85 138

経済的な制約が増える 53 62.4% 82 59.4%

配偶者（事実婚含む）が欲しがらない 2 2.4% 12 8.7%

今の生活レベルを維持したい 23 27.1% 29 21.0%

自分の時間や、配偶者（事実婚含む）と二人の時間を失いたくない 14 16.5% 14 10.1%

仕事（学業）との両立が難しい 14 16.5% 17 12.3%

雇用の継続への不安がある 6 7.1% 8 5.8%

親になることが不安・子育てに自信が持てそうにない 4 4.7% 18 13.0%

出産・子育てに対する周囲のサポート体制が整っていない 5 5.9% 15 10.9%

陣痛・出産時の痛みが不安 8 9.4% 4 2.9%

高齢出産のリスクが心配 42 49.4% 53 38.4%

その他 18 21.2% 17 12.3%

無回答 2 2.4% 0 0.0%

選択肢

問27-1　希望の数の子どもを持つにあたって、どのような状況であれば子どもを持ちやすいと思いますか。
あなたの考えに近いものを３つまで選んで、番号に○をつけてください。

問28-1　子どもはほしくない理由について、あなたの考えに近いものを３つまで選んで、番号に○をつけてください。

選択肢
郵送 インターネット

選択肢
郵送

問27-2　問27-1で選んだものの中から、あなたの考えにもっとも近いものの番号を回答欄に記入してください。

郵送

インターネット

インターネット
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回答数 ％ 回答数 ％

ｎ 83 138

経済的な制約が増える 27 32.5% 52 37.7%

配偶者（事実婚含む）が欲しがらない 0 0.0% 6 4.3%

今の生活レベルを維持したい 5 6.0% 11 8.0%

自分の時間や、配偶者（事実婚含む）と二人の時間を失いたくない 9 10.8% 4 2.9%

仕事（学業）との両立が難しい 3 3.6% 5 3.6%

雇用の継続への不安がある 1 1.2% 1 0.7%

親になることが不安・子育てに自信が持てそうにない 2 2.4% 7 5.1%

出産・子育てに対する周囲のサポート体制が整っていない 0 0.0% 2 1.4%

陣痛・出産時の痛みが不安 2 2.4% 1 0.7%

高齢出産のリスクが心配 14 16.9% 32 23.2%

その他 17 20.5% 17 12.3%

無回答 3 3.6% 0 0.0%

インターネット郵送
選択肢

問28-2　問28-1で選んだものの中から、あなたの考えにもっとも近いものの番号を回答欄に記入してください。
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２ パブリックコメント実施結果 
 

目黒区まち・ひと・しごと総合戦略の策定に際しては、平成 27 年 12 月 15 日発行のめぐろ区報に

素案の概要を掲載するとともに、区のホームページに内容等を公開し、平成 28年 1月 22日まで意見

を求めました。さらに、区民説明会を開催し意見を求めました。その結果、次のとおり、14の個人・

団体等から意見をいただきました。 
 
（１）提出者数 

区    分 提  出  数 

個   人 7 

団   体 1 

議   会 4 

説 明 会 2 

合    計 14 

 
（２）分野別意見数 

分     野 意見数 

地方創生全般 3 

総
合
戦
略 

全般 9 

基本目標１ 安心して結婚・出産・子育てができるまちをつくる 21 

基本目標２ 住み慣れた地域で生活し続けられるまちをつくる 9 

基本目標３ 新たなにぎわいの創出と多様な人と人との交流を促す 6 

その他 0 

人口ビジョン 1 

その他 2 

合    計 51 

 

（３）対応区分別意見数 

対 応 区 分 意見数 

1 意見の趣旨を踏まえて素案を修正します。 2 

2 意見の趣旨は素案で取り上げており、趣旨に沿って取り組みます。 9 

3 意見の趣旨は取り上げないが、事業実施等の中で趣旨を踏まえて努力

します。 
11 

4 意見の趣旨は、今後の検討･研究の課題とします。 13 

5 意見の趣旨に沿うことは困難です。 7 

6 意見の趣旨を関係機関･団体に伝達します。 0 

7 その他 9 

合    計 51 
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３ 策定の経緯 

  

年 月 内    容 

27 年 3 月 ・庁内の検討組織として、地方創生検討部会及び地方創生作業部会を設

置（31 日） 

 4 月 ・地方創生に係る地方版総合戦略等作成の進め方について、議会報告

（8 日） 

 6 月 ・第１回地方創生検討部会開催（8 日） 

・地方版総合戦略等策定に関する調査・分析業務委託にかかる事業者選

定結果について、議会報告（12 日） 

・第２回地方創生検討部会及び第１回地方創生作業部会開催（25 日） 

 7 月 ・第３回地方創生検討部会開催（7 日） 

・地方人口ビジョン策定にかかる調査の実施について、議会報告（10

日） 

 8 月 ・第４回地方創生検討部会開催（31 日） 

 9 月 ・第２回地方創生作業部会開催（2 日） 

 10 月 ・地方人口ビジョン策定にかかる調査の実施結果について、議会報告

（2 日） 

・第５回地方創生検討部会及び第３回地方創生作業部会開催（7 日） 

・第６回地方創生検討部会及び第４回地方創生作業部会開催（15 日） 

・目黒区人口ビジョン素案について、議会報告（23 日） 

 11 月 ・第５回地方創生作業部会開催（6 日） 

・第７回地方創生検討部会開催（11 日） 

・第８回地方創生検討部会開催（18 日） 

 12 月 ・目黒区まち・ひと・しごと総合戦略素案について、議会報告（11 日） 

・パブリックコメントを実施（15 日～28 年 1 月 22 日） 

・目黒区まち・ひと・しごと創生懇話会を設置（17 日） 

・第１回まち・ひと・しごと創生懇話会開催（18 日） 

28 年 1 月 ・区民説明会を実施（9 日） 

 2 月 ・第２回まち・ひと・しごと創生懇話会開催（5 日） 

・第９回地方創生検討部会開催（12 日） 

 3 月 ・目黒区人口ビジョン案及び目黒区まち・ひと・しごと総合戦略案につ

いて、議会報告（2 日） 

・目黒区人口ビジョン及び目黒区まち・ひと・しごと総合戦略決定 
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（資料１） 

目黒区まち・ひと・しごと創生懇話会設置要綱 
 

平成 27年 12月 17日目企政第 1035号 

 
 

（設置） 

第１条 まち・ひと・しごと創生法（平成２６年法律第１３６号）第１０条第１項に規

定する市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に当たり、関係者から意見を聴

取するため、目黒区まち・ひと・しごと創生懇話会（以下「懇話会」という。）を設

置する。 

  

（聴取事項） 

第２条  懇話会においては、委員から目黒区まち・ひと・しごと総合戦略及び目黒区

人口ビジョンの策定に関する意見を聴取するものとする。  

 

（組織） 

第３条  懇話会は、産業界、行政機関、教育機関、金融機関、労働関係団体及びメデ

ィアの関係者並びに住民代表のうちから、区長が委嘱する委員をもって構成する。  

 

（委員の任期） 
第４条 委員の任期は、平成２８年３月３１日までとする。 
 
（座長及び副座長） 
第５条 懇話会に座長及び副座長を各１人置く。 
２ 座長及び副座長は、委員のうちから区長が指名する。 
３ 座長は、会務を総理する。 
４ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、その職

務を代理する。 
 
（会議） 

第６条 懇話会は、区長が招集する。 

２ 懇話会は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 懇話会は、公開とする。ただし、個人情報を扱う場合等であって、座長が必要と認

めるときは、非公開とすることができる。 
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（意見聴取） 
第７条 座長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して懇話会への出席を

求め、説明又は意見を聴くことができる。 
 
（庶務） 
第８条 懇話会の庶務は、企画経営部政策企画課において処理する。 
 
（委任） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、座長が定め

る。 
 

付則 
 この要綱は、平成２７年１２月１７日から施行する。 
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（資料２） 

目黒区まち・ひと・しごと創生懇話会 委員名簿 

    
（敬称略、区分毎 50音順） 

区 分 氏   名 所 属 等 

学（教育機関） 

  
AE岩井 E

いわい

A AE善弘 E

よしひろ

 
  産業能率大学 経営学部 学部長 教授 

  
AE金子 恵美 E

かねこ めぐみ

 
  
日本社会事業大学 社会福祉部 

福祉援助学科 学科長 教授 

  
AE瀬地山 角 E

せちやま かく

 
  
東京大学 大学院総合文化研究科 

国際社会科学専攻 教授 

  
AE中井 検裕 E

なかい のりひろ

A   ◎ 
  東京工業大学大学院 社会理工学研究科 教授 

  
AE中野 弘一 E

なかの こういち

A   ○ 
  

東邦大学産学連携本部 本部長 

教育・研究支援センター センター長 

医学部 教授 

産（産業界） 

  
AE市川 陽一郎 E

いちかわ よういちろう

 
  公益社団法人東京青年会議所目黒区委員会 書記幹事 

  
AE市塚 順也 E

いちづか よしなり

 
  目黒区商店街連合会 副会長 

  
AE佐藤 與治 E

さとう ともはる

 
  東京商工会議所目黒支部 会長 

  
AE團村 守男 E

だんむら もりお

 
  一般社団法人目黒区産業連合会 会長 

官（行政）   
AE青木 恵美子 E

あおき えみこ

 
  ハローワーク渋谷 雇用開発部門・雇用開発部 部長 

金（金融機関）   
AE小池 博保 E

こいけ ひろやす

 
  目黒区しんきん協議会 事務局長 

労（労働団体）   
AE小林 実 E

こばやし みのる

 
  連合目黒地区協議会 議長 

言（メディア）   
AE金井 美惠 E

かない みえ

 
  
イッツ・コミュニケーションズ株式会社 

取締役 常務執行役員 

地域 

  
AE後藤 幸子 E

ごとう さちこ

 
  目黒区立小学校ＰＴＡ連合会 会長 

  
AE鈴木 恭子 E

すずき やすこ

 
  目黒区女性団体連絡会 代表 

  
AE橋本 欣三郎 E

はしもと きんざぶろう

 
  目黒区町会連合会 会長 

  
AE牧野 雅子 E

まきの まさこ

 
  目黒区民生児童委員協議会 副代表 

  
AE米本 二郎 E

よねもと じろう

 
  目黒区住区住民会議連絡協議会 会長 

◎座長 ○副座長 
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